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Ⅰ 共通科目 教育課程
〈全学部全学科共通〉［2020年度生］

授業科目区分 必要な単位数

人間生活
学部

教育人文
学部

社会情報…
デザイン学部

条　件必
　
修

選
択
必
修

必
　
修

選
択
必
修

必
　
修

選
択
必
修

共
　
通
　
科
　
目

ゼミナール

⃝22単位以上 
 
◦必修 8 単位 
◦選択必修 6 単位 
◦選択科目 8 単位以上 
　を履修すること

3 0 3 0 3 0 「入門ゼミナール」 1 科目 2 単位必修 
「コミュニケーション演習」 1 科目 1 単位必修

総　合 2 0 2 0 0 0 人間生活学部は「地域と人間生活」 1 科目 2 単位必修 
教育人文学部は「人間理解とワークショップ」 1 科目 2 単位必修

女性を生きる 0 2 0 2 0 2 指定の科目（＊1）から 1 科目 2 単位以上を選択必修
社会に生きる 0 2 0 2 0 2 指定の科目（＊2）から 1 科目 2 単位以上を選択必修

保健体育 0 1 0 1 0 1 1 科目 1 単位以上を選択必修 
（なお、「身体運動Ⅰ」を履修することが望ましい。）

情報処理 1 0 1 0 1 0 「情報処理演習Ⅰ」 1 科目 1 単位必修
外国語（基礎科目） 0 1 0 1 0 1 1 科目 1 単位以上を選択必修

外国語目的別科目 0 0 0 0 2 0 社会情報デザイン学部は「英語コミュニケーション応用」 
1 科目 2 単位必修

日本語（非母語者向） 日本語を母国語としない者のみ履修可
キャリア教育 2 0 2 0 2 0 「キャリアデザイン入門」 1 科目 2 単位必修

▶…学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当
備　考必

修
選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

共
　
通
　
科
　
目

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

入門ゼミナール 2 講義 前期 2
コミュニケーション演習 1 演習 前･後 1
読書入門ゼミナール 2 演習 後期 （2） （2） （2） （2）
課題解決ゼミナール 2 演習 前･後 （2） （2）
総合ゼミナール 2 演習 前･後 （2） （2）

総
　
合

地域で学ぶ 2 講義 前･後 （2） （2） （2） （2）

地域と人間生活
※1

2
※2

2 講義 前･後 （2） （2） （2）
※ 1 …人間生活学部
※ 2 …教育人文学部
　　　社会情報デザイン学部

人間関係とコミュニケーション 2 講義 後期 （2） （2） （2） （2）

人間理解ワークショップ
※3

2
※4

2 講義 前･後 （2） （2） （2）
※ 3 …教育人文学部
※ 4 …人間生活学部
　　　社会情報デザイン学部

総合科目 2 講義 前･後 （2） （2） （2） （2）
自主社会活動　※① 1 演習 前･後 （1） （1） （1） （1） 繰り返し受講可

女
性
を
生
き
る

キャリアデザインとライフプラン　＊ 1 2 講義 前･後 2

＊ 1 の ５ 科目から 1 科目
2 単位以上を履修する
こと

リーガルリテラシー　 ＊ 1 2 講義 前･後 2
ジェンダーリテラシー　 ＊ 1 2 講義 前･後 2
子育てと環境　 ＊ 1 2 講義 前･後 2
女性と健康　 ＊ 1 2 講義 前･後 2

女性の心と身体 2 講義 前･後 （2） （2） （2）
保育士資格取得希望者及び管理栄養
士国家試験受験資格取得希望者は、

「女性の心と身体」を履修すること
食の科学 2 講義 前･後 （2） （2）
歴史のなかの女性 2 講義 前･後 （2） （2）
芸術を読みとる 2 講義 前･後 （2） （2）

註：※①印の「自主社会活動」の単位取得方法についての詳細は、Ｐ.５3を参照してください。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当
備　考必

修
選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

共
　
通
　
科
　
目

社
会
に
生
き
る

グローバル社会　　 ＊ 2 2 講義 前･後 2

＊ 2 の ５ 科目から 1 科目
2 単位以上を履修する
こと

ネットワーク社会　 ＊ 2 2 講義 前･後 2
共生社会入門　 ＊ 2 2 講義 前･後 2
多様性と倫理 ＊ 2 2 講義 前･後 2
持続可能な社会 ＊ 2 2 講義 前･後 2

くらしのなかの日本国憲法 2 講義 前･後 （2） （2） （2）
教員免許取得希望者は、「く
らしのなかの日本国憲法」を
履修すること

ボランティア論 2 講義 前･後 （2） （2） （2）
災害と社会 2 講義 前･後 （2） （2）
21世紀型の教育 2 講義 前･後 （2） （2）

保
健
体
育

身体運動Ⅰ 1 実技 前期 （1） （1） （1） （1）
1 科目 1 単位履修（「身体運
動Ⅰ」を履修することが望ま
しい。
教員免許取得希望者及び保育
士資格取得希望者は 2 科目 2
単位を履修すること

「身体運動Ⅱ」は、繰り返し
受講可（ただし条件あり）

身体運動Ⅱ 1 実技 後期 （1） （1） （1） （1）

情
報
処
理

情報処理演習Ⅰ 1 演習 前期 1
教員免許取得希望者は、 2 科目
2 単位を履修すること

情報処理演習Ⅱ 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）

外
国
語
（
基
礎
科
目
）

英語Ⅰa 1 演習 前期 1
12科目から 1 科目 1 単位以上を
履修すること

教員免許取得希望者及び保育士資
格取得希望者は、以下のいずれか
の科目 2 科目 2 単位を履修するこ
と
・「英語Ⅰａ」と「英語Ⅰｂ」の

2 科目 2 単位
・「中国語Ⅰａ」と「中国語Ⅰｂ」

の 2 科目 2 単位
・「朝鮮語Ⅰａ」と「朝鮮語Ⅰｂ」

の 2 科目 2 単位
・「フランス語Ⅰａ」と「フラン

ス語Ⅰｂ」の 2 科目 2 単位

英語Ⅰｂ 1 演習 後期 1
英語Ⅱa 1 演習 前期 （1） （1） （1）
英語Ⅱb 1 演習 後期 （1） （1） （1）
中国語Ⅰa 1 演習 前期 1
中国語Ⅰb 1 演習 後期 1
中国語Ⅱa 1 演習 前期 （1） （1） （1）
中国語Ⅱb 1 演習 後期 （1） （1） （1）
朝鮮語Ⅰa 1 演習 前期 1
朝鮮語Ⅰb 1 演習 後期 1
フランス語Ⅰa 1 演習 前期 1
フランス語Ⅰb 1 演習 後期 1
海外語学研修 1 実習 前期 （1） （1） （1） （1）

外
国
語
目
的
別
科
目

英語コミュニケーション基礎a 1 演習 前期 （1） （1） （1）
英語コミュニケーション基礎b 1 演習 後期 （1） （1） （1）
英語コミュニケーション発展a 1 演習 前期 （1） （1）
英語コミュニケーション発展b 1 演習 後期 （1） （1）

英語コミュニケーション応用
※５

2
※6

2 演習 後期 （2） （2） （2） （2）
※ ５ …社会情報デザイン学部
※ 6 …人間生活学部
　　　教育人文学部

アドバンスト・リスニング 2 講義 後期 （2） （2） （2） （2）
アドバンスト・リーディング 2 講義 後期 （2） （2） （2） （2）
アドバンスト・ライティング 2 講義 後期 （2） （2） （2） （2）
ビジネス英語 2 講義 後期 （2） （2） （2）
映画・ドラマ英語 2 講義 後期 （2） （2） （2）
インターネット英語 2 講義 後期 （2） （2） （2）
メディア英語 2 講義 前期 （2） （2） （2）
ＴＯＥＩＣ対策講座 2 講義 後期 （2） （2） （2） （2）
中国語試験対策講座 2 講義 前期 （2） （2） （2） （2）
日本語検定対策講座 2 講義 前･後 （2） （2） （2） （2）

［共通科目］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

３
―
教
育
課
程

Ⅰ 

共
通
科
目 

教
育
課
程〈
全
学
部
全
学
科
共
通
〉
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［共通科目］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当
備　考必

修
選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

共
　
通
　
科
　
目

日
本
語
（
非
母
語
者
向
）

総合日本語Ⅰａ 1 演習 前期 1
総合日本語Ⅰｂ 1 演習 後期 1
総合日本語Ⅱａ 1 演習 前期 1
総合日本語Ⅱｂ 1 演習 後期 1
総合日本語Ⅲａ 1 演習 前期 （1） （1）
総合日本語Ⅲｂ 1 演習 後期 （1） （1）
日本語表現技術Ⅰ 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語表現技術Ⅱ 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語表現技術Ⅲ 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語表現技術Ⅳ 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ａ（時事Ⅰ） 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ｂ（時事Ⅱ） 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ） 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ） 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ｅ（医療・福祉専門） 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語研究Ｆ（人文科学） 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語能力試験対策講座Ⅰ 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）
日本語能力試験対策講座Ⅱ 1 演習 後期 （1） （1） （1） （1）
日本語集中講座（編入） 1 演習 前期 （1） （1） （1） （1）

キ
ャ
リ
ア
教
育

キャリアデザイン入門 2 講義 前期 2
キャリアロールモデル研究 2 講義 後期 2
企業に学ぶキャリアデザイン 2 講義 前期 2
プロアクティブ人材育成 2 講義 後期 2
キャリアサポート演習 2 演習 通年 2
キャリア基礎力Ⅰ 2 講義 前期 （2） （2）
キャリア基礎力Ⅱ 2 講義 後期 （2） （2）
インターンシップ短期 1 実習 前･後 （1） （1） （1） 繰り返し受講可
インターンシップ長期 2 実習 前･後 （2） （2） （2） 繰り返し受講可



61

３
―
教
育
課
程

Ⅰ 

共
通
科
目 

教
育
課
程〈
全
学
部
全
学
科
共
通
〉



Ｐ
62

62

共
通

科
目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

ゼ ミ ナ ー ル

・
大
学
の
学
修
で
必
要
と
な
る
学
び
の
方
法
（
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
ス
キ
ル
）
を
身
に
つ
け
る
。

・
人
や
文
化
な
ど
の
多
様
性
を
理
解
し
、
課
題
を
発
見
・
分
析
す
る
力
を
つ
け
る
。

・
価
値
観
や
考
え
方
の
違
い
を
乗
り
越
え
た
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
す
る
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
。

入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

読
書
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

課
題
解
決
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

総 　 合

・
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
と
、
そ
こ
で
生
き
る
人
間
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

・
地
域
的
課
題
へ
の
問
題
意
識
や
人
間
理
解
の
意
識
を
も
ち
、
個
々
の
事
象
を
複
数
の
視
点

か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
々
と
関
わ
り
、
積
極
的
に
参
画
す
る
態
度
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
。

地
域
で
学
ぶ

人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総
合
科
目

自
主
社
会
活
動

地
域
と
人
間
生
活
（
※
人
間
生
活
学
部
の
み
必
修
。
教
育
人
文
学
部
と
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
選
択
。）

人
間
理
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
※
教
育
人
文
学
部
の
み
必
修
。
人
間
生
活
学
部
と
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
選
択
。）

女 性 を 生 き る

・
社
会
に
お
け
る
女
性
の
立
場
に
つ
い
て
、
現
状
を
冷
静
に
理
解
し
把
握
す
る
。

・
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
女
性
の
役
割
や
生
き
方
、
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る

課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
つ
け
る
。

・
文
章
を
読
ん
で
、
意
味
や
記
述
者
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

リ
ー
ガ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
リ
テ
ラ
シ
ー
　

５
科
目
か
ら
１
科
目
選
択
必
修

子
育
て
と
環
境

女
性
と
健
康

女
性
の
心
と
身
体

食
の
科
学

歴
史
の
な
か
の
女
性

芸
術
を
読
み
と
る

社 会 に 生 き る

・
異
な
る
価
値
観
を
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
き
る
力
を
つ
け
る
。

・
現
代
的
課
題
へ
の
問
題
意
識
を
も
と
に
多
様
な
視
点
か
ら
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
つ

け
る
。

・
文
章
を
読
ん
で
、
意
味
や
記
述
者
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

共
生
社
会
入
門

５
科
目
か
ら
１
科
目
選
択
必
修

多
様
性
と
倫
理

持
続
可
能
な
社
会

く
ら
し
の
な
か
の
日
本
国
憲
法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論

災
害
と
社
会

2１
世
紀
型
の
教
育

保
健

体
育

・
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
手
段
を
学
び
、
運
動
に
よ
り
人
生
を
豊
か
に
す
る
力
を
つ

け
る
。

身
体
運
動
Ⅰ

身
体
運
動
Ⅱ

情
報

処
理

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
電
子
機
器
を
活
用
し
、
自
ら
の
学
修
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
図
表
等
を
用
い
た
表
現
な
ど
状
況
に
あ
っ
た
活
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
処
理
演
習
Ⅰ

情
報
処
理
演
習
Ⅱ

外 国 語 （ 基 礎 科 目 ）

・
選
択
し
た
言
語
の
基
本
的
な
構
造
や
語
彙
を
理
解
し
、
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
…

る
。

・
自
国
以
外
の
人
間
と
互
い
に
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
語
Ⅰ
ａ

英
語
Ⅱ
ａ

英
語
Ⅰ
ｂ

英
語
Ⅱ
ｂ

中
国
語
Ⅰ
ａ

中
国
語
Ⅱ
ａ

中
国
語
Ⅰ
ｂ

中
国
語
Ⅱ
ｂ

朝
鮮
語
Ⅰ
ａ

朝
鮮
語
Ⅰ
ｂ

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
ａ

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
ｂ

海
外
語
学
研
修
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外 国 語 目 的 別 科 目

・
選
択
し
た
言
語
の
基
本
的
な
構
造
や
語
彙
を
理
解
し
、
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
国
以
外
の
人
間
と
互
い
に
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
応
用
（
※
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
み
必
修
。
人
間
生
活
学
部
と
教
育
人
文
学
部
は
選
択
。）

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
リ
ス
ニ
ン
グ

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

TO
EI
C
対
策
講
座

中
国
語
試
験
対
策
講
座

日
本
語
検
定
対
策
講
座

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
ａ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
ｂ

ビ
ジ
ネ
ス
英
語

映
画
・
ド
ラ
マ
英
語

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
英
語

メ
デ
ィ
ア
英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
ａ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
ｂ

日 本 語 （ 非 母 語 者 向 ）

・
自
国
以
外
の
人
間
と
互
い
に
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
章
を
読
ん
で
、
意
味
や
記
述
者
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
、
発
表
の
資
料
な
ど
わ

か
り
易
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
図
表
等
を
用
い
た
表
現
な
ど
状
況
に
あ
っ
た
活
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
論
理
的
に
考
え
た
こ
と
を
、（
文
章
や
口
頭
お
よ
び
視
覚
的
に
）
的
確
に
相
手
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

総
合
日
本
語
Ⅰ
ａ

総
合
日
本
語
Ⅰ
ｂ

日
本
語
表
現
技
術
Ⅰ

日
本
語
表
現
技
術
Ⅱ

日
本
語
表
現
技
術
Ⅲ

日
本
語
表
現
技
術
Ⅳ

日
本
語
研
究
Ａ
（
時
事
Ⅰ
）

日
本
語
研
究
Ｂ
（
時
事
Ⅱ
）

日
本
語
研
究
Ｃ
（
ビ
ジ
ネ
ス
Ⅰ
）

日
本
語
研
究
Ｄ
（
ビ
ジ
ネ
ス
Ⅱ
）

日
本
語
研
究
Ｅ
（
医
療
・
福
祉
専
門
）

日
本
語
研
究
Ｆ
（
人
文
科
学
）

日
本
語
能
力
試
験
対
策
講
座
Ⅰ

日
本
語
能
力
試
験
対
策
講
座
Ⅱ

日
本
語
集
中
講
座
（
編
入
）

総
合
日
本
語
Ⅱ
ａ

総
合
日
本
語
Ⅲ
ａ

総
合
日
本
語
Ⅱ
ｂ

総
合
日
本
語
Ⅲ
ｂ

キ ャ リ ア 教 育

・
生
涯
を
通
じ
て
自
己
成
長
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
と
態
度
を
身
に
付
け
る
。

・
社
会
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
視
野
を
形
成
し
、
職
業
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め
の
能
力
と

意
欲
を
身
に
付
け
る
。
さ
ら
に
、
就
業
に
必
要
な
基
礎
的
能
力
を
修
得
す
る
。

・
大
学
に
お
け
る
学
修
と
大
学
生
活
の
意
義
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
資
質
や
態
度
を
身

に
付
け
、
将
来
の
転
機
に
向
け
て
必
要
な
キ
ャ
リ
ア
設
計
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
短
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
長
期

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
入
門

キ
ャ
リ
ア
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
研
究

企
業
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
人
材
育
成

キ
ャ
リ
ア
基
礎
力
Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
基
礎
力
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
演
習

各 領 域 共 通

学 生 が 身 に 付 け る べ き

資 質 ・ 能 力

・
自
分
や
周
囲
の
役
割
を
理
解
し
、
互
い
に
連
携
・
協
力
し
て
物
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
の
気
持
ち
を
認
識
し
、
客
観
的
に
自
分
の
言
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
と
自
己
の
違
い
を
認
め
、
自
己
の
強
み
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
論
理
的
に
考
え
た
こ
と
を
、（
文
章
や
口
頭
お
よ
び
視
覚
的
に
）
的
確
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
と
異
な
る
立
場
や
意
見
で
も
、
共
感
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ど
ん
な
相
手
に
対
し
て
も
、
相
手
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
し
、
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
物
事
に
と
り
か
か
り
、
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。

C
P

本
学
の
共
通
・
教
養
教
育
を
展
開
す
る
共
通
科
目
に
お
い
て
は
，
大
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
あ
げ
た
資
質
・
能
力
等
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
，
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
編
成
を
行
う
。

１
．
基
礎
的
な
学
修
能
力
を
養
い
、
心
身
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
自
立
し
た
女
性
と
し
て
、
問
題
を
探
究
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

2
．
体
系
的
・
学
際
的
な
学
修
に
よ
り
培
わ
れ
た
知
識
・
技
能
・
教
養
を
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
や
社
会
の
中
で
生
か
す
能
力
と
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

３
．
社
会
生
活
に
必
要
と
な
る
知
的
・
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
々
の
立
場
や
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
女
性
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち
、
よ
り
よ
い
社
会
の
発
展
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
れ
ら
の
方
針
を
も
と
に
、
共
通
科
目
課
程
に
は
、
１0
の
科
目
区
分
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」「
総
合
」「
女
性
を
生
き
る
」「
社
会
に
生
き
る
」「
保
健
体
育
」「
情
報
処
理
」「
外
国
語
（
基
礎
科
目
）」
「
外
国
語
目
的
別
科
目
」「
日
本
語
（
非
母
語
者
向
）」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
設
け
、
各
科
目
区
分
の
学
修
課
程
に
応
じ
た
科
目
を
配
置
す
る
。

３
―
教
育
課
程

Ⅰ 

共
通
科
目 

教
育
課
程〈
全
学
部
全
学
科
共
通
〉
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Ⅱ- 1 人間生活学部　健康栄養学科（NA）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22
単位以上を履修（P.５8〜60参照）

⃝専門科目から必修科目12単位を含めた90単位以上を履修すること
⃝選択科目は、健康運動コースは健康運動領域のコース必修科目 7

単位、コース選択必修科目10単位以上を含めて履修し、食文化コー
スは、食文化領域のコース必修科目 4 単位、コース選択必修科目
14単位以上を含めて履修すること

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必　修 12単位
90単位
以上

選　択 78単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

栄
　
養
　
領
　
域

社
会
生
活
と
健
康

栄養士入門 2 講義 前期 2 ×

公衆衛生学（衛生学を含む） 2 講義 前期 2 ×

統計学演習 2 演習 前期 2 ×

社会福祉概論 ◆2 講義 前期 2 ×

人
体
の
構
造
と
機
能

解剖生理学(解剖学を含む) 2 講義 前期 2 ×

解剖生理学実験 ◆1 実験 後期 1 ×

生化学 ◆2 講義 前期 2 ×

生化学実験 ◆1 実験 後期 1 ×

運動生理学（生理学を含む） ◆2 講義 前期 2 ×

分子栄養学 2 講義 後期 2 ○

病態生理学 ◆2 講義 後期 2 ×

食
品
と
衛
生

食品学Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

食品学Ⅱ ◆2 講義 後期 2 ×

食品学実験　 ◆1 実験 後期 1 ×

食品機能論 2 講義 後期 2 ○

食品衛生学 2 講義 後期 2 ×

食品衛生学実験 ◆1 実験 前期 1 ×

栄
養
と
健
康

基礎栄養学Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

基礎栄養学Ⅱ ◆2 講義 後期 2 ×

基礎栄養学実験 ◆1 実験 前期 1 ×

応用栄養学 ◆2 講義 前期 2 ×

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単
位となる。

b．自学科の専門選択科目78単位を超えた分が自由選択科目の単位とな 
る。
例）自学科の専門選択科目84単位を取得した場合は、 6 単位分が自

由選択科目の単位となる。
c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。

↓
a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

註：◆印は選択科目であるが、栄養士免許状を取得するためにはすべて履修しなければならない。
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註：◆印は選択科目であるが、栄養士免許状を取得するためにはすべて履修しなければならない。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

栄
　
養
　
領
　
域

栄
養
と
健
康

応用栄養学実習 ◆1 実習 後期 1 ×

臨床栄養学 ◆2 講義 前期 2 ×

臨床栄養学実習 ◆1 実習 後期 1 ×

食事療法演習 2 演習 後期 2 ×

栄
養
の
指
導

栄養指導論Ⅰ ◆2 講義 前期 2 ×

栄養指導論Ⅱ ◆2 講義 後期 2 ×

栄養指導論実習Ⅰ ◆1 実習 後期 1 ×

栄養指導論実習Ⅱ ◆1 実習 前期 1 ×

公衆栄養学概論 ◆2 講義 後期 2 ×

公衆栄養学実習 ◆1 実習 前期 1 ×

栄養教諭実践論 2 講義 前期 2 ×

給
食
の
運
営

調理学 2 講義 前期 2 ×

基礎調理学実習Ⅰ ◆1 実習 前期 1 ×

基礎調理学実習Ⅱ ◆1 実習 後期 1 ×

応用調理学実習　 1 実習 後期 1 ×

給食計画・実務論 ◆2 講義 前期 2 ×

給食運営実習 ◆1 実習 後期 1 ×

給食運営校外実習 ◆1 実習 通年 1 ×

給食運営演習 ◆2 演習 通年 2 ×

食事計画論演習 2 演習 前期 2 ×

健
　
康
　
運
　
動
　
領
　
域

運
動
と
栄
養

ウエルネス概論（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 × 健康運動コース必修科目

健康管理概論 2 講義 前期 2 × 健康運動コース必修科目

健康食育論 2 講義 前期 2 ○

運動栄養学演習 2 演習 前期 2 ×

スポーツ栄養学（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

サプリメント概論 2 講義 後期 2 ×

運
動
の
科
学

運動生理学実験　 1 実験 後期 1 ×

バイオメカニクス 2 講義 前期 2 × 健康運動コース
選択必修科目
2 科目 4 単位以上を
履修すること

トレーニング論演習 2 演習 後期 2 ×

運動プログラム演習 2 演習 前期 2 ×

体力測定・評価演習 2 演習 後期 2 ×

スポーツ医学 2 講義 後期 2 ×

運動の障害と予防 2 講義 前期 2 ×

トレーナー学演習 2 演習 前期 2 ×

コーチング論（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

女性のコンディショニング管理論 2 講義 後期 2 ×

体育原理 2 講義 前期 2 ×

運動学（運動方法学） 2 講義 後期 2 ×

健康・スポーツ心理学 2 講義 後期 2 × 健康運動コース
選択必修科目
1 科目 2 単位以上を
履修することスポーツ社会学（スポーツ経営管理学を含む） 2 講義 後期 2 ×

［健康栄養学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
１ 

人
間
生
活
学
部　

健
康
栄
養
学
科
（
N
A
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

健
　
康
　
運
　
動
　
領
　
域

身
体
運
動

健康づくりの運動Ａ（体つくり運動・体操） 1 実習 前期 1 × 健康運動コース必修科目

健康づくりの運動Ｂ（ダンス） 1 実習 後期 1 ×

健康運動コース
選択必修科目
2 科目 2 単位以上を
履修すること

健康づくりの運動Ｃ（水泳・陸上競技） 1 実習 前期 1 ×

健康づくりの運動Ｄ（器械運動） 1 実習 前期 1 ×

健康づくりの運動Ｅ（武道） 1 実習 後期 1 ×

健康づくりの運動Ｆ（球技Ⅰ） 1 実習 後期 1 ×

健康づくりの運動Ｇ（球技Ⅱ） 1 実習 前期 1 ×

健康づくりの運動Ｈ（球技Ⅲ） 1 実習 後期 1 ×

運
動
と
健
康
支
援

健康保育概論 2 講義 前期 2 × 健康運動コース
選択必修科目
1 科目 2 単位以上を
履修すること

学校保健概論 2 講義 前期 2 ×

健康介護概論 2 講義 前期 2 ×

ケア論 2 講義 前期 2 ○

障害者福祉論 2 講義 後期 2 ×

食とアレルギー 2 講義 後期 2 ×

野外レクリエーション演習 1 演習 前期 1 ×

救急・応急処置演習 2 演習 後期 2 × 健康運動コース必修科目

高齢者運動指導演習 2 演習 通年 (2) (2) (2) × 繰り返し受講可

健康産業施設実習 1 実習 後期 1 ×

健康運動指導演習 2 演習 後期 2 ×

健康スポーツビジネス論 2 講義 前期 2 ○

食
　
文
　
化
　
領
　
域

食
の
文
化

食文化概論 2 講義 前期 2 × 食文化コース必修科目

食文化と健康 2 講義 後期 2 × 食文化コース
選択必修科目
1 科目 2 単位以上を
履修すること

食の比較文化論 2 講義 前期 2 ×

日本と世界の食文化 2 講義 前期 2 ×

郷土と行事の食 2 講義 前期 2 ×

嗜好品の文化（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

食文化フィールドワーク 1 演習 後期 1 ×

食農体験 1 演習 前・後 1 ×

現
代
の
食
事
文
化

食事学概論 2 講義 後期 2 × 食文化コース必修科目

料理学 2 講義 前期 2 ×

比較料理学 2 講義 後期 2 ×

家庭料理論 2 講義 前期 2 ×

食の分析評価論（演習を含む) 2 講義・演習 後期 2 ×

食文化コース
選択必修科目
2 科目 4 単位以上を
履修すること

和食文化演習（身体的調理演習）Ⅰ 2 講義・演習 後期 2 ×

和食文化演習（身体的調理演習）Ⅱ 2 講義・演習 前期 2 ×

西洋料理文化演習 2 講義・演習 後期 2 ×

中国料理文化演習 2 講義・演習 前期 2 ×

薬膳料理文化演習 2 講義・演習 前期 2 ×

菓子・パンの文化演習 2 講義・演習 後期 2 ×

食品の調理加工学（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

現代の食文化事情 2 講義 後期 2 ×

［健康栄養学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

註：◆印は選択科目であるが、栄養士免許状を取得するためにはすべて履修しなければならない。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

食
　
文
　
化
　
領
　
域

食
の
美
学

美味学 2 講義 前期 2 ×
食文化コース
選択必修科目
2 科目 4 単位以上を
履修すること

おいしさの科学（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

食とことば 2 講義 前期 2 ×

食卓美学（演習を含む） 2 講義・演習 後期 2 ×

献立と美味論 2 講義 前期 2 ×

食行動の心理学 2 講義 後期 2 ×

食
の
ビ
ジ
ネ
ス

食のマーケティング 2 講義 後期 2 ×

食文化コース
選択必修科目
2 科目 4 単位以上を
履修すること

フードサービス論 2 講義 前期 2 ×

フードコーディネート論 2 講義 前期 2 ×

フードマネージメント論 2 講義 後期 2 ×

食の企画と演出(演習を含む） 2 講義・演習 後期 2 ×

おもてなし・ホスピタリティ論(演習を含む） 2 講義・演習 後期 2 ×

カラーコーディネート論(演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×

食のマナー (演習を含む) 2 講義・演習 後期 2 ×

演習 健康栄養学演習 4 演習 通年 4 ×

卒業研究 卒業研究 4 演習 通年 4 ×

註：◆印は選択科目であるが、栄養士免許状を取得するためにはすべて履修しなければならない。

［卒業するための要件について］
註 1 ：本学が定める「履修登録単位数の制限」を踏まえ、以下の 2 つの条件を満たさない場合は、原則として 4 年間での卒業はで

きないものとする。
① 3 年次終了時の修得単位数が卒業要件科目のうち76単位以上であること。
② 3 年次終了時に次の科目を修得していること。
　「解剖生理学(生理学を含む)」「食品学Ⅰ」「食品学Ⅱ」「食品衛生学」「基礎栄養学Ⅰ」「基礎栄養学Ⅱ」「調理学」

［健康栄養学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
１ 

人
間
生
活
学
部　

健
康
栄
養
学
科
（
N
A
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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健
康

栄
養

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

栄 養 領 域

・
栄
養
士
と
し
て
必
要
な
、
基
礎
的
知
識
お
よ
び
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
実
験
・
実
習
を
と
お
し
て
理
解
し
た
専
門
的
知
見
を
健
康
づ
く
り
の
実
践
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
。

・
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
指
導
を
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
栄
養
学
を
基
礎
と
し
て
、
運
動
や
食
文
化
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
科
学
的
な
根
拠
を

も
と
に
的
確
に
判
断
し
、
評
価
で
き
る
。

・
自
分
の
考
え
を
も
と
に
自
己
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
他
人
の
考
え
に
協
調
し
、
相
互
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
健
康
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
て
論
理
的
に
思
考
し
、
行
動
で
き
る
。

・
広
い
視
野
で
社
会
の
変
化
を
捉
え
、
健
康
に
関
し
て
意
欲
的
、
継
続
的
に
学
び
、
健
康
で

活
力
あ
る
生
活
を
送
る
社
会
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

栄
養
士
入
門

公
衆
衛
生
学
（
衛
生
学
を
含
む
）

統
計
学
演
習

社
会
福
祉
概
論

解
剖
生
理
学
（
解
剖
学
を
含
む
）

生
化
学

分
子
栄
養
学

解
剖
生
理
学
実
験

生
化
学
実
験

運
動
生
理
学
（
生
理
学
を
含
む
）

病
態
生
理
学

食
品
学
Ⅰ

食
品
衛
生
学
実
験

食
品
機
能
論

食
品
学
Ⅱ

食
品
学
実
験

食
品
衛
生
学

基
礎
栄
養
学
Ⅰ

応
用
栄
養
学

臨
床
栄
養
学

基
礎
栄
養
学
Ⅱ

応
用
栄
養
学
実
習

臨
床
栄
養
学
実
習

基
礎
栄
養
学
実
験

食
事
療
法
演
習

栄
養
指
導
論
Ⅰ

栄
養
指
導
論
実
習
Ⅱ

公
衆
栄
養
学
実
習

栄
養
指
導
論
Ⅱ

栄
養
教
諭
実
践
論

栄
養
指
導
論
実
習
Ⅰ

公
衆
栄
養
学
概
論

調
理
学

応
用
調
理
学
実
習

給
食
計
画
・
実
務
論

給
食
運
営
校
外
実
習

基
礎
調
理
学
実
習
Ⅰ

食
事
計
画
論
演
習

給
食
運
営
実
習

給
食
運
営
演
習

基
礎
調
理
学
実
習
Ⅱ

健 康 運 動 領 域

・
す
べ
て
の
人
々
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
運
動
と
そ
の
指
導
の
基

礎
的
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
運
動
と
栄
養
に
関
わ
る
問
題
を
論
理
的
に
思
考
し
、
対
象
に
合
っ
た
適
切
な
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。

・
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
る
い
は
障
害
者
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
す
べ
て
の
人
々
に
対

し
て
、
運
動
を
通
し
て
、
相
互
に
関
わ
り
な
が
ら
、
幅
広
く
主
体
的
に
健
康
支
援
で
き
る
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
概
論
（
演
習
を
含
む
）

健
康
管
理
概
論

運
動
栄
養
学
演
習

健
康
食
育
論

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
（
演
習
を
含
む
）

サ
プ
リ
メ
ン
ト
概
論

女
性
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
管
理
論

運
動
生
理
学
実
験

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

コ
ー
チ
ン
グ
論
（
演
習
を
含
む
）

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
習

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
演
習

運
動
の
障
害
と
予
防

体
力
測
定
・
評
価
演
習

ト
レ
ー
ナ
ー
学
演
習

ス
ポ
ー
ツ
医
学

体
育
原
理

運
動
学
（
運
動
方
法
学
）

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

スポ
ーツ
社会
学（

スポ
ーツ
経営
管理
学を
含む
）

健康
づく

りの
運動

A（
体つ

くり
運動
・体
操）

健
康
づ
く
り
の
運
動
B（
ダ
ン
ス
）

健
康
づ
く
り
の
運
動
Ｇ
（
球
技
Ⅱ
）

健康
づく

りの
運動

C（
水泳

・陸
上競

技）
健
康
づ
く
り
の
運
動
D（
器
械
運
動
）

健
康
づ
く
り
の
運
動
Ｈ
（
球
技
Ⅲ
）

健康
づく

りの
運動

F（
球技

Ⅰ）
健
康
づ
く
り
の
運
動
E（
武
道
）

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
演
習

健
康
保
育
概
論

障
害
者
福
祉
論

救
急
・
応
急
処
置
演
習

学
校
保
健
概
論

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
論

健
康
介
護
概
論

ケ
ア
論

健
康
産
業
施
設
実
習

健
康
運
動
指
導
演
習

食
と
ア
レ
ル
ギ
ー

高
齢
者
運
動
指
導
演
習

→
 必

修
科

目
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食 文 化 領 域

・
食
文
化
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
の
理
解
と
多
彩
な
料
理
や
食
事
の
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
食
生
活
の
支
援
が
で
き
る
。

・
食
生
活
を
栄
養
科
学
的
、
感
性
的
、
文
化
的
に
捉
え
、
総
合
的
に
理
解
し
、
食
の
多
様
性

や
奥
深
さ
、
異
文
化
へ
の
見
識
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
の
食
を
表
現
、
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
社
会
に
お
け
る
食
の
役
割
を
理
解
し
、
実
践
活
動
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
深
い
洞
察

力
、
良
識
あ
る
判
断
力
、
豊
か
な
想
像
力
を
身
に
つ
け
、
人
々
の
健
康
づ
く
り
に
協
働
性

を
も
っ
て
貢
献
で
き
る
。

食
文
化
概
論

日
本
と
世
界
の
食
文
化

郷
土
と
行
事
の
食

嗜
好
品
の
文
化
（
演
習
を
含
む
）

食
文
化
と
健
康

食
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

食
農
体
験

食
の
比
較
文
化
論

食
事
学
概
論

料
理
学

比
較
料
理
学

家
庭
料
理
論

和
食
文
化
演
習
（
身
体
的
調
理
演
習
）
Ⅰ

和
食
文
化
演
習
（
身
体
的
調
理
演
習
）
Ⅱ

食
の
分
析
評
価
論
（
演
習
を
含
む
）

菓
子
・
パ
ン
の
文
化
演
習

中
国
料
理
文
化
演
習

薬
膳
料
理
文
化
演
習

西
洋
料
理
文
化
演
習

食
品
の
調
理
加
工
学
（
演
習
を
含
む
）

現
代
の
食
文
化
事
情

美
味
学

お
い
し
さ
の
科
学
（
演
習
を
含
む
）

献
立
と
美
味
論

食
と
こ
と
ば

食
卓
美
学
（
演
習
を
含
む
）

食
行
動
の
心
理
学

食
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
論

おも
てな
し・
ホス
ピタ
リテ
ィ論
（演
習を
含む
）

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
論

フ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
論

食
の
企
画
と
演
出
（
演
習
を
含
む
）

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
論
（
演
習
を
含
む
）

食
の
マ
ナ
ー
（
演
習
含
む
）

演 習

・
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
修
得
で
き
る
。

・
自
ら
の
研
究
課
題
を
設
定
す
る
た
め
に
、
健
康
に
関
わ
る
情
報
を
収
集
し
、
科
学
的
な
根

拠
を
も
と
に
的
確
に
判
断
、
評
価
で
き
る
。

・
健
康
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
て
論
理
的
に
思
考
し
、
自
ら
の
研
究
課
題
を
設
定
で
き
る
。

健
康
栄
養
学
演
習

卒 業 研 究

・
自
ら
の
研
究
課
題
に
沿
っ
て
、
研
究
計
画
を
立
て
、
科
学
的
手
法
を
用
い
て
研
究
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
他
人
の
考
え
に
協
調
し
、
相
互
理
解
し
な
が
ら
、
客
観
的

か
つ
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
実
践
的
研
究
を
と
お
し
て
、
広
い
視
野
で
社
会
の
変
化
を
捉
え
、

多
様
な
人
々
と
つ
な
が
り
、
協
働
す
る
こ
と
で
問
題
点
を
把
握
し
、
解
決
策
を
立
案
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

卒
業
研
究

D
P

健
康
栄
養
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
養
成
の
基
本
方
針
と
す
る
。

１
．
栄
養
学
を
基
礎
と
し
、
運
動
や
食
文
化
に
関
す
る
専
門
的
知
識
と
技
能
を
備
え
、
健
康
管
理
・
健
康
教
育
を
実
践
で
き
る

2
．
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
食
・
栄
養
・
運
動
に
対
す
る
識
見
を
備
え
て
い
る

３
．
人
々
の
幸
福
な
生
活
の
た
め
に
、
食
・
栄
養
・
運
動
の
側
面
か
ら
支
援
や
相
談
を
担
う
態
度
と
専
門
性
を
具
備
し
て
い
る

４
．
健
康
生
活
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
企
画
立
案
力
・
実
践
力
を
有
し
、
多
様
な
人
々
と
の
つ
な
が
り
や
協
働
を
生
み
出
す
資
質
を
備
え
る

５
．
人
生
１0
0年
時
代
に
お
い
て
、
誰
も
が
健
康
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
社
会
実
現
に
貢
献
で
き
る

C
P

健
康
栄
養
学
科
で
は
、
栄
養
士
養
成
を
基
盤
と
し
て
、
運
動
と
食
文
化
の
分
野
に
お
け
る
専
門
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
心
身
と
も
に
健
康
で
活
力
あ
る
幸
福
な
生
活
を
送
る
【
健
幸
】
の
た
め
に
、
多

様
な
人
々
と
の
つ
な
が
り
や
協
働
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
教
育
研
究
上
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
編
成
方
針
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
栄
養
士
養
成
の
教
育
課
程
を
基
盤
と
し
、
運
動
や
食
文
化
の
専
門
知
識
や
技
能
を
展
開
、
統
合
し
て
、
社
会
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る

2
．
栄
養
領
域
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
動
機
づ
け
と
意
識
を
高
め
る
た
め
の
入
門
科
目
と
、
講
義
や
実
験
・
実
習
、
校
外
実
習
科
目
を
通
し
て
栄
養
学
の
基
礎
的
知
識
と
技
術
を
修
得
し
、
栄
養
士
と
し
て
必
要
な
資
質
や

能
力
を
培
う

３
．
健
康
運
動
領
域
・
食
文
化
領
域
で
は
、
演
習
、
実
技
な
ど
の
多
様
な
科
目
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

４
．
栄
養
領
域
、
食
文
化
領
域
を
展
開
、
統
合
さ
せ
、
総
合
的
理
解
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
を
図
る
教
育
課
程
の
編
成
と
す
る

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
１ 

人
間
生
活
学
部　

健
康
栄
養
学
科
（
N
A
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 2 人間生活学部　食物栄養学科（NB）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22
単位以上を履修（P.５8〜60参照）

⃝専門科目から、必修科目38単位（卒業研究を含む）を含めた90単
位以上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必　修 38単位
90単位
以上

選　択 ５2単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

専
　
門
　
基
　
礎
　
領
　
域

社
会
・
環
境
と
健
康

健康管理概論 ※2 講義 前期 2 ×

公衆衛生学 2 講義 前期 2 ×

公衆衛生学実験 ※1 実験 後期 1 ×

健康情報処理実習 1 実習 前期 1 ×

社会福祉概論 ※※2 講義 後期 2 ×

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

解剖生理学 2 講義 後期 2 ×

解剖生理学実験 ※※1 実験 前期 1 ×

運動生理学 2 講義 前期 2 ×

人間生物化学 2 講義 後期 2 ×

人間生物化学実験 ※※1 実験 後期 1 ×

人間生活生理学 ※※2 講義 後期 2 ×

医学概論 2 講義 前期 2 ×

病態生理学 ※※2 講義 後期 2 ×

系統別疾病学 ※2 講義 前期 2 ×

病原物質・微生物学 ※2 講義 前期 2 ×

微生物学実験 ※1 実験 後期 1 × △

食
べ
物
と
健
康

食物栄養学概論 ※2 講義 後期 2 ×

食品学Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

食品学Ⅱ 2 講義 後期 2 ×

食品化学 2 講義 後期 2 ×

食品化学実験 ※※1 実験 後期 1 ×

食品加工学 ※※1 講義 前期 1 ×

食品加工学実習 ※1 実習 前期 1 ×

栄養化学 2 講義 前期 2 ×

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単
位となる。

b．自学科の専門選択科目５2単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。
例）自学科の専門選択科目60単位取得した場合は、 8 単位分が自由

選択科目の単位となる。
c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。

↓
a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

専
門
基
礎
領
域

食
べ
物
と
健
康

調理学 2 講義 前期 2 ×

調理学実習Ⅰ 1 実習 前期 1 ×

調理学実習Ⅱ 1 実習 後期 1 ×

調理学実習Ⅲ（実験を含む） ※1 実習 後期 1 ×

調理学実習Ⅳ 1 実習 後期 1 ×

食品衛生学 ※※2 講義 後期 2 ×

食品衛生学実験 ※※1 実験 前期 1 ×

応
　
用
　
領
　
域

基
礎
栄
養
学

基礎栄養学 2 講義 前期 2 ×

栄養学 2 講義 後期 2 ×

基礎栄養学実験 ※※1 実験 前期 1 ×

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

応用栄養学Ⅱ ※2 講義 後期 2 ×

応用栄養学Ⅲ ※2 講義 前期 2 ×

応用栄養学実習 ※※1 実習 前期 1 × △

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

栄養教育論Ⅱ ※※2 講義 後期 2 ×

栄養教育論実習Ⅰ ※※1 実習 後期 1 ×

栄養教育論実習Ⅱ ※※1 実習 前期 1 × △

カウンセリング論（演習を含む） ※2 講義・演習 後期 2 × △

展
　
開
　
領
　
域

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ 2 講義 後期 2 ×

臨床栄養学Ⅱ ※※2 講義 前期 2 ×

臨床栄養学Ⅲ ※2 講義 後期 2 ×

臨床栄養学Ⅳ ※2 講義 前期 2 × △

臨床栄養学実習Ⅰ ※※1 実習 前期 1 ×

臨床栄養学実習Ⅱ ※1 実習 後期 1 × △

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

公衆栄養学Ⅱ ※2 講義 後期 2 × △

公衆栄養学実習 ※※1 実習 後期 1 × △
給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理論Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

給食経営管理論Ⅱ ※※2 講義 後期 2 ×

給食経営管理論実習 ※※1 実習 前期 1 × △

実
践
領
域

総
合
演
習

総合演習Ⅰ 1 演習 通年 1 1 × 3 年 ･ 4 年連続履修

総合演習Ⅱ ※2 演習 通年 2 ×

臨
地
実
習

臨床栄養臨地実習Ⅰ ※1 実習 通年 1 × △
管理栄養士の受験
資格を取得するた
めには、 3 科目 3
単位以上を履修す
ること

臨床栄養臨地実習Ⅱ ※1 実習 通年 1 × △

公衆栄養臨地実習 ※1 実習 通年 1 × △

給食経営管理臨地実習 ※1 実習 通年 1 × △

給食運営臨地実習 ※※1 実習 通年 1 × △

［食物栄養学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

食
物
栄
養
関
連
科
目

人間栄養学概論 2 講義 前期 2 ×
食事計画論Ⅰ（演習を含む） 2 講義・演習 後期 2 ×
食事計画論Ⅱ（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×
食薬理学 2 講義 前期 2 ○
食品機能論 2 講義 後期 2 ○
生物有機化学 2 講義 前期 2 ×
分子栄養学 2 講義 後期 2 ×
食生活論 2 講義 前期 2 ○
食文化論 2 講義 後期 2 ○
食育論 2 講義 前期 2 ○
栄養疫学（演習を含む） 2 講義・演習 前期 2 ×
スポーツ栄養学 2 講義 後期 2 ×
管理栄養士のための経営学 2 講義 前期 2 ×
栄養学専門外国語 2 講義 前期 2 ×
食物栄養学演習 2 演習 通年 2 ×

卒業研究 卒業研究 4 演習 通年 4 ×

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：「卒業研究」履修のためには、「食物栄養学演習」を修得していること。
註 2 ：原則として、「食物栄養学演習」履修のためには、卒業要件科目のうち、 2 年次終了時までに60単位以上を修得していること。
註 3 ：原則として、教育課程表の備考欄に△の付された選択科目を履修するためには、 2 年次終了時までに、学科専門科目の
　　　卒業必修単位29単位のうち21単位以上を修得していること。

［資格の履修について］
註 1 ：栄養士資格を取得するためには、※※印の選択科目をすべて履修しなければならない。
註 2 ：管理栄養士国家試験受験資格を取得するためには、※※印の選択科目及び※印の選択科目をすべて履修しなければならない。
　　　そのうち、「臨床栄養臨地実習Ⅰ」「臨床栄養臨地実習Ⅱ」「公衆栄養臨地実習」「給食経営管理臨地実習」より、 3 科目
　　　 3 単位以上を履修すること。

［食物栄養学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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食
物

栄
養

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領 域
分

野
学

生
が

身
に

付
け

る
べ

き
資

質
・

能
力

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

専 門 基 礎 領 域

社 会 ・ 環 境 と

健 康

１
．
公
衆
衛
生
学
、
健
康
管
理
概
論
、
健
康
情
報
処
理
実
習
、
社
会
福
祉
概
論
分
野

に
お
け
る
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。

2
．
社
会
・
環
境
と
健
康
の
分
野
に
お
け
る
基
礎
知
識
に
基
づ
き
、
実
験
・
実
習
を

通
し
て
体
系
的
に
理
解
す
る
。

３
．
社
会
・
環
境
と
健
康
の
分
野
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
専
門
職
と
し
て
の
能
力
を
修
得
す
る
。

公
衆
衛
生
学

公
衆
衛
生
学
実
験

社
会
福
祉
概
論

健
康
管
理
概
論

健
康
情
報
処
理
実
習

人
間
栄
養
学
概
論
＊

人 体 の 構 造 と 機 能

及 び 疾 病 の 成 り 立 ち

１
．
解
剖
生
理
学
、
運
動
生
理
学
、
人
間
生
物
化
学
、
医
学
概
論
、
病
態
生
理
学
、
系

統
別
疾
病
学
、
病
原
物
質
・
微
生
物
学
分
野
に
お
け
る
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。

2
．
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち
の
分
野
に
お
け
る
基
礎
知
識
に
基

づ
き
、
実
験
・
実
習
を
通
し
て
体
系
的
に
理
解
す
る
。

３
．
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち
の
分
野
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
専
門
職
と
し
て
の
能
力
を
修
得
す
る
。

解
剖
生
理
学

解
剖
生
理
学
実
験

人
間
生
活
生
理
学

運
動
生
理
学

人
間
生
物
化
学

人
間
生
物
化
学
実
験

分
子
栄
養
学
＊

医
学
概
論

病
態
生
理
学

系
統
別
疾
病
学

病原
物質
・微
生物
学
微
生
物
学
実
験

食 べ 物 と 健 康

１
．
食
品
学
・
調
理
学
・
食
品
衛
生
学
に
お
け
る
基
本
的
な
理
論
・
概
念
、
科
学
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

2
．
食
べ
物
と
健
康
の
分
野
に
お
け
る
実
践
的
な
方
法
と
専
門
的
知
識
に
つ
い
て
習

得
す
る
。

３
．
食
べ
物
と
健
康
の
分
野
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

体
系
的
な
理
解
を
深
め
る
。

食
品
学
Ⅰ

食
品
学
Ⅱ

食
品
加
工
学

食
品
化
学
実
験

食
品
加
工
学
実
習

食
品
化
学

生
物
有
機
化
学
＊

栄
養
化
学

食
品
機
能
論
＊

食
薬
理
学
＊

食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

調
理
学

調
理
学
実
習
Ⅰ

調
理
学
実
習
Ⅱ

調
理
学
実
習
Ⅲ

（
実
験
を
含
む
）

調
理
学
実
習
Ⅳ

食
文
化
論
＊

食
物
栄
養
学
概
論

食
事
計
画
論
Ⅰ

（
演
習
を
含
む
）
＊

食
事
計
画
論
Ⅱ

（
演
習
を
含
む
）
＊

応 用 領 域

基 礎
栄 養 学

１
．
基
礎
栄
養
学
の
分
野
に
お
け
る
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。

2
．
基
礎
栄
養
学
の
分
野
に
お
け
る
に
お
け
る
基
礎
知
識
に
基
づ
き
、
実
験
・
実
習

を
通
し
て
体
系
的
に
理
解
す
る
。

３
．
基
礎
栄
養
学
の
分
野
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
専
門

職
と
し
て
の
能
力
を
修
得
す
る
。

基
礎
栄
養
学

栄
養
学

基
礎
栄
養
学
実
験

応 用 栄 養 学

１
．
栄
養
状
態
や
心
身
機
能
に
応
じ
た
栄
養
管
理
（
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
講
義
に
よ
り
理
解
す
る
。

2
．
食
事
摂
取
基
準
策
定
の
考
え
方
や
科
学
的
根
拠
に
つ
い
て
、
講
義
や
実
習
を
通

し
て
習
得
す
る
。

３
．
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
栄
養
状
態
や
心
身
機
能
の
特
徴
に
基
づ
い
た
栄

養
管
理
に
つ
い
て
、
講
義
や
実
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

応
用
栄
養
学
Ⅰ

応
用
栄
養
学
Ⅱ

応
用
栄
養
学
実
習

応
用
栄
養
学
Ⅲ

食
生
活
論
＊

食
育
論
＊

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
＊

栄 養 教 育 論

１
．
行
動
科
学
の
理
論
や
モ
デ
ル
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
は
じ
ま
る
栄
養
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
P
D
C
A
な
ど
に
つ
い
て
、
講
義
を
通
じ
て
理
解
す
る
。

2
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
キ
ル
を
持
ち
、
個
人
や

集
団
、
環
境
へ
の
働
き
か
け
方
を
、
実
習
や
演
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

３
．
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
疾
病
の
異
な
る
対
象
者
に
寄
り
添
い
、
専
門
的
知
識
を
基

礎
に
、
問
題
解
決
へ
の
支
援
と
な
る
栄
養
教
育
が
で
き
る
能
力
を
習
得
す
る
。

栄
養
教
育
論
Ⅰ

栄
養
教
育
論
Ⅱ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論

（
演
習
を
含
む
）

栄
養
教
育
論
実
習
Ⅰ

栄
養
教
育
論
実
習
Ⅱ

→
 必

修
科

目
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展 開 領 域

給 食 経 営 管 理 論

１
．
給
食
の
運
営
お
よ
び
給
食
経
営
管
理
に
関
わ
る
基
礎
お
よ
び
専
門
知
識
に
つ
い

て
理
解
、
修
得
す
る
。

2
．
実
習
に
よ
り
基
礎
的
、
専
門
的
な
知
識
を
体
系
的
に
理
解
し
、
給
食
運
営
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
化
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
経
営
管
理
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展

開
に
つ
な
げ
る
実
践
的
な
技
術
と
能
力
を
修
得
す
る
。

３
．
給
食
の
運
営
お
よ
び
給
食
経
営
管
理
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
て
、
論
理
的
に
思

考
し
、
解
決
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
組
む
態
度
、
適
切
な
解
決
策
を
提
案
す
る

能
力
を
修
得
す
る
。

給
食
経
営
管
理
論
Ⅰ

給
食
経
営
管
理
論
Ⅱ

給食
経営
管理
論実
習

臨 床 栄 養 学

１
．
傷
病
者
お
よ
び
要
介
護
者
に
対
す
る
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
栄
養
管
理
に

つ
い
て
、
講
義
に
よ
り
理
解
す
る
。

2
．
傷
病
者
お
よ
び
要
介
護
者
の
栄
養
管
理
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
グ
ル
ー
プ
学
習
・
発
表
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
に
よ
り
身
に
つ
け
、
栄
養
状
態

を
改
善
す
る
た
め
の
栄
養
の
指
導
の
能
力
を
講
義
や
実
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

３
．
傷
病
者
お
よ
び
要
介
護
者
の
栄
養
に
関
連
し
た
問
題
に
対
し
て
、
論
理
的
に
思

考
し
、
適
切
な
解
決
策
を
提
案
す
る
能
力
を
講
義
や
実
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

臨
床
栄
養
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
Ⅱ

臨
床
栄
養
学
Ⅲ

臨
床
栄
養
学
Ⅳ

臨
床
栄
養
学
実
習
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
実
習
Ⅱ

公 衆 栄 養 学

１
．
地
域
・
国
・
地
球
レ
ベ
ル
で
の
健
康
増
進
と
疾
病
予
防
を
目
指
す
栄
養
政
策
や

活
動
に
つ
い
て
講
義
に
よ
り
理
解
す
る
。

2
．
地
域
社
会
の
健
康
・
栄
養
問
題
及
び
関
連
要
因
の
把
握
、
課
題
分
析
を
行
う
能

力
を
習
得
す
る
。

３
．
健
康
・
栄
養
施
策
の
計
画
立
案
、
実
践
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
行
う
公
衆
栄
養
管
理
能
力
の
基
礎
を
習
得
す
る
。

公
衆
栄
養
学
Ⅰ

公
衆
栄
養
学
Ⅱ

栄
養
疫
学

（
演
習
を
含
む
）
＊

公
衆
栄
養
学
実
習

管
理
栄
養
士
の

た
め
の
経
営
学
＊

栄養
学専
門外
国語
＊

実 践 領 域

総 合 演 習

１
．
臨
地
実
習
に
臨
む
た
め
に
必
要
な
実
践
的
な
事
項
に
関
し
て
理
解
、修
得
す
る
。

2
．
臨
地
実
習
に
お
い
て
課
題
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
や
知
識
な
ど
を
修
得
す
る
。

３
．
臨
地
実
習
終
了
後
に
臨
地
実
習
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と

め
、
発
表
す
る
技
術
を
修
得
す
る
。

４
．
各
領
域
で
学
ん
だ
知
識
を
統
合
し
て
、
管
理
栄
養
士
に
求
め
ら
れ
る
識
見
を
備
え
る
。

総
合
演
習
Ⅰ 総
合
演
習
Ⅱ

臨 地 実 習

１
．
管
理
栄
養
士
資
格
取
得
に
必
須
の
講
義
、
演
習
・
実
験
・
実
習
科
目
な
ら
び
に

関
連
科
目
の
演
習
、
実
験
・
実
習
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
理
解
す
る
。

2
．
管
理
栄
養
士
資
格
取
得
に
必
須
の
演
習
・
実
験
・
実
習
科
目
な
ら
び
に
関
連
科

目
の
演
習
、
実
験
・
実
習
に
つ
い
て
、
専
門
知
識
と
技
術
を
統
合
で
き
る
。

３
．
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
課
題
発
見
・
問
題
解
決
の
た
め
の
方
途
を
理
解
し
、
実

践
す
る
能
力
を
修
得
す
る
。

給
食
運
営
臨
地
実
習

給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

臨
床
栄
養
臨
地
実
習
Ⅰ

臨
床
栄
養
臨
地
実
習
Ⅱ

公
衆
栄
養
臨
地
実
習

卒 業 研 究

１
．
科
学
的
議
論
を
通
し
て
、
研
究
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。

2
．
自
ら
設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
分
析
を
行
い
、
客

観
的
か
つ
論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を
養
う
。

３
．
食
と
栄
養
を
通
し
、
人
々
の
健
康
に
貢
献
す
る
た
め
、
課
題
解
決
能
力
と
実
践

力
を
修
得
す
る
。

食
物
栄
養
学
演
習
＊

卒
業
研
究

D
P

食
物
栄
養
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
養
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
食
・
栄
養
・
健
康
に
対
す
る
識
見
を
備
え
、
人
々
の
【
健
幸
】
の
実
現
に
寄
与
で
き
る

2
．
食
・
栄
養
・
健
康
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
適
切
な
栄
養
管
理
・
栄
養
教
育
を
実
践
で
き
る

３
．
社
会
的
視
野
を
備
え
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
に
お
い
て
栄
養
の
専
門
職
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る

４
．
食
・
栄
養
・
健
康
の
問
題
に
対
し
て
、
食
環
境
整
備
の
視
点
に
立
ち
、
社
会
・
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
組
織
や
家
族
へ
働
き
か
け
が
で
き
、
改
善
を
導
く
た
め
の
能
力
を
有
す
る

そ
の
う
え
で
、
次
の
資
質
及
び
能
力
を
有
し
て
い
る
者
に
「
学
士
（
栄
養
学
）」
の
学
位
を
授
与
す
る
。

C
P

食
物
栄
養
学
科
で
は
、
人
間
栄
養
学
を
基
盤
と
す
る
食
・
栄
養
・
健
康
の
専
門
知
識
・
技
能
を
有
し
、
健
康
や
食
生
活
の
問
題
に
取
り
組
み
、
的
確
な
栄
養
管
理
を
で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
研
究
上
の
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
基

礎
的
な
内
容
か
ら
総
合
的
・
統
合
的
な
内
容
へ
、
順
次
学
修
を
発
展
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
専
門
基
礎
領
域
・
応
用
領
域
・
展
開
領
域
・
実
践
領
域
の
４
領
域
を
設
定
し
て
い
る
。

専
門
基
礎
領
域
；
社
会
・
環
境
と
健
康
、
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち
、
食
べ
物
と
健
康

応
用
領
域
；
基
礎
栄
養
学
、
応
用
栄
養
学
、
栄
養
教
育
論

展
開
領
域
；
臨
床
栄
養
学
、
公
衆
栄
養
学
、
給
食
経
営
管
理
論

実
践
領
域
；
総
合
演
習
、
臨
地
実
習
、
卒
業
研
究

さ
ら
に
各
領
域
に
は
、
食
物
栄
養
関
連
科
目
と
し
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
講
義
や
演
習
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。

＊
教
育
課
程
表
の
食
物
栄
養
関
連
科
目

１
．
各
領
域
に
関
連
し
た
講
義
・
演
習
を
通
じ
て
、
食
・
栄
養
・
健
康
の
基
礎
知
識
を
修
得
す
る
。

2
．
各
領
域
に
関
連
し
た
演
習
を
通
し
て
、
食
・
栄
養
・
健
康
に
関
す
る
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
知
識
や
信
憑
性
の
高
い
情
報
を
収
集
す
る
能
力
、
問
題
を
論
理
的
に
思
考
し
説
明
す
る
能
力
を
養
う
。

３
．
各
領
域
に
関
連
し
た
演
習
を
通
し
て
、
探
求
す
る
意
欲
と
態
度
を
身
に
つ
け
、
食
・
栄
養
・
健
康
に
関
す
る
問
題
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る
能
力
を
習
得
す
る
。

４
．
各
領
域
に
関
連
し
た
講
義
・
演
習
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
視
点
を
育
み
、
生
涯
に
わ
た
り
研
鑽
す
る
意
欲
と
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
2 

人
間
生
活
学
部　

食
物
栄
養
学
科
（
N
B
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 3 人間生活学部　食品開発学科（NC）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22
単位以上を履修（P.５8〜60参照）

⃝専門科目から、必修科目86単位（卒業研究を含む）を含めた90単
位以上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必　修 86単位
90単位
以上

選　択 4 単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

食
の
お
い
し
さ

おいしさの調理学 2 講義 前期 2 ×
食品開発基礎実習Ⅰ 2 実習 前期 2 ×
食品開発基礎実習Ⅱ 2 実習 後期 2 ×
食品物性論 2 演習 後期 2 ×
食品物性論演習Ⅰ 2 演習 前期 2 ×
食品物性論演習Ⅱ 2 演習 前期 2 ×
おいしさの生理学 2 講義 後期 2 ×
食品フレーバーの化学 2 講義 前期 2 ×
食品の官能評価学 2 講義 前期 2 ×
食品の官能評価学演習 2 演習 前期 2 ×
製パン・製菓実習Ⅰ 2 実習 前期 2 ×
製パン・製菓実習Ⅱ 2 実習 後期 2 ×

食

の

開

発

食品開発学概論 2 講義 後期 2 ×
食品開発実習 2 実習 前期 2 ×
食品加工学 2 講義 前期 2 ×
食品の加工学実習Ⅰ 2 実習 前期 2 ×
食品の加工学実習Ⅱ 2 実習 後期 2 ×
食パッケージデザイン演習 2 演習 前期 2 ×
発酵食品開発学 2 演習 後期 2 ×
発酵食品開発学実験 2 実験 前期 2 ×
食医学 2 講義 後期 2 ○
食農体験 2 実習 通年 2 ×
地域食品企画演習 2 演習 前期 2 ×
食品開発プレゼンテーション演習 2 演習 前期 2 ×
商品開発インターンシップ 1 実習 前期 1 ×

食
の
科
学

栄養生理学 2 講義 前期 2 ×
ライフステージの栄養学 2 講義 後期 2 ×
食品成分の化学 2 講義 前期 2 ×
食品の特性 2 講義 後期 2 ×
食の定性分析実験 2 実験 前期 2 ×

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単
位となる。

b．自学科の専門選択科目 4 単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。
例）自学科の専門選択科目10単位取得した場合は、 6 単位分が自由

選択科目の単位となる。
c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。

↓
a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

食

の

科

学

食の定量分析実験 2 実験 後期 2 ×
統計学演習Ⅰ 2 演習 後期 2 ×
統計学演習Ⅱ 2 演習 前期 2 ×
食品安全学基礎 2 講義 前期 2 ×
基礎化学 2 講義 前期 2 ×
有機化学 2 講義 前期 2 ×
基礎生物化学 2 講義 後期 2 ×
基礎微生物学 2 講義 前期 2 ×
食品微生物学 2 講義 前期 2 ×
食品微生物学実験 2 実験 後期 2 ×
動物・植物生理学 2 講義 前期 2 ×

食
の
安
全
・
安
心
と
機
能
性

食品衛生学 2 講義 後期 2 ×
食品衛生学実験 2 実験 前期 2 ×
公衆衛生学 2 講義 後期 2 ×
食品・開発関連法規 2 講義 前期 2 ×
食品安全学 2 講義 後期 2 ×
食品の安全性評価論 2 講義 後期 2 ×
食品の安全性評価演習Ⅰ 2 演習 前期 2 ×
食品の安全性評価演習Ⅱ 2 演習 前期 2 ×
食品分析学 2 講義 前期 2 ×
食品分析学実験 2 実験 後期 2 ×
食品免疫学 2 講義 前期 2 ×
食品免疫学実験Ⅰ 2 実験 後期 2 ×
食品免疫学実験Ⅱ 2 実験 前期 2 ×
食品機能学 2 講義 後期 2 ×
機能性評価論 2 講義 後期 2 ×
機能性評価論演習 2 演習 前期 2 ×
機能性評価論実験Ⅰ 2 実験 後期 2 ×
機能性評価論実験Ⅱ 2 実験 後期 2 ×

食
の
ビ
ジ
ネ
ス

食料経済 2 講義 前・後 2 ×
食空間デザイン論 2 講義 前期 2 ×
フードマネジメント論 2 講義 前期 2 ×
フードマーケティング論 2 講義 後期 2 ×
フードコーディネート論 2 講義 前・後 2 ×
フードコーディネート実習 2 実習 前・後 2 ×
フードスペシャリスト論 2 講義 前・後 2 ×
食生活論 2 講義 前・後 2 ×
食文化概論 2 講義 前・後 2 ×
食品開発外国語演習 2 演習 前期 2 ×
フードサービス・ホスピタリティ演習 2 演習 後期 2 ×
カフェ実習 2 実習 後期 2 ×

演習 食品開発学演習 2 演習 通年 2 ×

卒業
研究 卒業研究 4 演習 通年 4 ×

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：「卒業研究」履修のためには、「食品開発学演習」を修得していること。   
註 2 ：原則として、「食品開発学演習」は以下の 2 つの条件を満たしている場合に履修可能である。
　　　① 2 年次終了時までに「食品開発学概論」の単位を修得していること。
　　　② 2 年次終了時の修得単位数が卒業要件科目のうち62単位以上であること。

［食品開発学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
3 
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活
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品
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発
学
科
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C
）
専
門
科
目
教
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課
程
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食
品

開
発

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

食 の お い し さ

・
食
品
開
発
に
必
要
な
調
理
や
食
品
加
工
の
基
礎
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
食
の
お
い
し
さ
を
科
学
的
に
分
析
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
お
い
し
さ
に
つ
い
て
よ
り
実
践
的
に
学
び
、
高
度
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

お
い
し
さ
の
調
理
学

お
い
し
さ
の
生
理
学

食
品
の
官
能
評
価
学

食
品
フ
レ
ー
バ
ー
の
化
学

食
品
開
発
基
礎
実
習
Ⅰ

食
品
物
性
論

食
品
の
官
能
評
価
学
演
習

食
品
物
性
論
演
習
Ⅱ

食
品
開
発
基
礎
実
習
Ⅱ

製
パ
ン
・
製
菓
実
習
Ⅰ

食
品
物
性
論
演
習
Ⅰ

製
パ
ン
・
製
菓
実
習
Ⅱ

食 の 開 発

・
食
の
開
発
に
つ
い
て
の
方
途
を
具
体
的
に
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
連
携
に
よ
る
食
の
開
発
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
し
、
実
践
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
品
開
発
学
概
論

食
品
開
発
実
習

発
酵
食
品
開
発
学

発
酵
食
品
開
発
学
実
験

食
品
加
工
学

食
医
学

地
域
食
品
企
画
演
習

食
品
の
加
工
学
実
習
Ⅰ

食
品
開
発
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

食
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
演
習

食
品
の
加
工
学
実
習
Ⅱ

商
品
開
発
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

食
農
体
験

食 の 科 学

・
食
品
開
発
の
基
礎
と
な
る
知
識
を
修
得
し
、
分
析
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
科
学
的
根
拠
に
立
脚
し
、
論
理
的
に
思
考
・
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
食
の
専
門
家
と
し
て
の
倫
理
観
、
責
任
感
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
品
成
分
の
化
学

食
品
安
全
学
基
礎

食
品
の
特
性

食
品
微
生
物
学

食
の
定
性
分
析
実
験

食
品
微
生
物
学
実
験

食
の
定
量
分
析
実
験

統
計
学
演
習
Ⅱ

基
礎
化
学

有
機
化
学

基
礎
生
物
化
学

基
礎
微
生
物
学

統
計
学
演
習
Ⅰ

動
物
・
植
物
生
理
学

栄
養
生
理
学

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
栄
養
学

食 の 安 全 ・ 安 心 と 機 能 性

・
食
や
食
品
開
発
に
関
わ
る
法
的
根
拠
、
な
ら
び
に
知
的
財
産
に
関
連
す
る
こ
と
が
ら
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
食
の
安
全
・
安
心
と
機
能
性
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
高
度
な
演
習
・
実
験
・
実
習
を
行
い
、
専
門
性
の
高
い
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

食
品
・
開
発
関
連
法
規

食
品
免
疫
学
実
験
Ⅱ

公
衆
衛
生
学

食
品
免
疫
学

食
品
の
安
全
性
評
価
演
習
Ⅱ

食
品
安
全
学

食
品
免
疫
学
実
験
Ⅰ

機
能
性
評
価
論
実
験
Ⅱ

食
品
の
安
全
性
評
価
論

食
品
の
安
全
性
評
価
演
習
Ⅰ

食
品
分
析
学

機
能
性
評
価
論
演
習

食
品
分
析
学
実
験

機
能
性
評
価
論
実
験
Ⅰ

食
品
機
能
学

機
能
性
評
価
論

→
 必

修
科

目
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食 の ビ ジ ネ ス

・
食
品
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
を
国
際
的
に
発
信
す
る
能
力
や
、
食
品
開
発
に
か
か
る
研

究
領
域
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
実
践
的
な
高
度
な
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

食
品
開
発
外
国
語
演
習

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

食
料
経
済

食
空
間
デ
ザ
イ
ン
論

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
論

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
習

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
論

食
生
活
論

食
文
化
概
論

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
演
習

カ
フ
ェ
実
習

演 　 習

・
食
に
関
わ
る
基
礎
的
知
識
と
食
の
お
い
し
さ
、
開
発
、
安
全
・
安
心
、
機
能
性
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
科
学
的
根
拠
に
立
脚
し
、
理
論
的
に
思
考
、
判
断
で
き
る
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
食
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
心
を
も
ち
、
自
主
的
、
継
続
的
に
学
修
す
る
意
欲
と

態
度
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
品
開
発
学
演
習

卒 業 研 究

・
科
学
的
議
論
を
通
し
て
、
研
究
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
思
考
力
や
応
用
力
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
深
め
、
P
D
C
A
の
全
ス
テ
ッ
プ
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
分
析
を
行
い
、
客
観
的
か
つ

論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

卒
業
研
究

D
P

食
品
開
発
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
養
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
食
品
学
、
食
品
分
析
学
、
食
品
加
工
学
な
ど
食
の
お
い
し
さ
・
食
品
開
発
の
基
盤
と
な
る
領
域
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
備
え
て
い
る
。

2
．
食
品
に
関
す
る
化
学
や
生
物
学
な
ど
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
し
た
上
で
、
食
の
安
全
や
安
心
確
保
の
た
め
の
リ
ス
ク
分
析
、
お
い
し
さ
の
分
析
や
評
価
、
食
品
の
機
能
性
に
関
す
る
分
析
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
備
え
て
い
る
。

３
．
人
々
の
健
康
で
幸
福
な
生
活
【
健
幸
】
を
支
援
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
食
品
の
開
発
と
食
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
に
還
元
す
る
意
欲
を
備
え
て
い
る
。

４
．
専
門
科
目
に
お
け
る
学
修
を
通
し
て
、
科
学
的
根
拠
に
立
脚
し
た
判
断
力
、
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
行
動
力
、
食
品
を
創
造
し
、
開
発
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
。

C
P

食
品
開
発
学
科
で
は
、
食
に
関
わ
る
基
礎
的
知
識
、
お
い
し
さ
、
開
発
、
安
全
・
安
心
、
機
能
性
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
。
さ
ら
に
、
高
度
な
食
品
開
発
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
体
験
、
カ
フ
ェ

実
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
研
究
を
通
し
て
高
度
な
専
門
性
を
活
用
し
た
課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
学
修
に
よ
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
食
品
開
発
の
専
門
性
を
修
得
さ
せ
る
こ
と

が
本
学
科
の
特
色
で
あ
る
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
3 

人
間
生
活
学
部　

食
品
開
発
学
科
（
N
C
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 4 人間生活学部　人間福祉学科（ND）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22
単位以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝専門科目から、必修科目27単位（卒業研究を含む）を含めた90単
位以上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必　修 27単位
90単位
以上

選　択 63単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

社
会
福
祉
基
礎
科
目

社会福祉概論Ⅰ 2 講義 前期 2 ×
＊

社会福祉概論Ⅱ 2 　 講義 後期 2 ×

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 2 講義 後期 2 ×
＊

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 　 ○●2 講義 前期 2 ×

児童・家庭福祉論 2 　 講義 前期 2 ×

障害者福祉論 2 　 講義 後期 2 ×

医学一般 　 ○●2 講義 前期 2 × ＊

権利擁護と成年後見制度 ○●△2 講義 前期 2 ×

心理学理論と心理的支援 ○●2 講義 前期 2 × ＊

社会保障論Ⅰ 2 講義 前期 2 ○ ＊

ソーシャルワーク論Ⅰ 2 講義 後期 2 × ＊

社会的養護Ⅰ ▲2 講義 前期 2 ×

地域福祉論Ⅰ 2 講義 前期 2 × ＊

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
科
目

ソーシャルワーク論Ⅱ 2 講義 前期 2 ×

＊

ソーシャルワーク論Ⅲ ○△2 講義 後期 2 ×

ソーシャルワーク論Ⅳ ○△2 講義 前期 2 ×

ソーシャルワーク論Ⅴ ○△2 講義 後期 2 ×

ソーシャルワーク論Ⅵ ○△2 講義 前期 2 ×

就労支援サービス論 ○2 講義 後期 2 ×

地域福祉論Ⅱ ○△2 講義 後期 2 × ＊

社会調査の基礎 ○2 講義 前期 2 × ＊

福祉行財政と福祉計画 ○2 講義 後期 2 × ＊

社会理論と社会システム ○2 講義 後期 2 × ＊

公的扶助論 2 講義 前期 2 × ＊

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単
位となる。

b．自学科の専門選択科目63単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。
例）自学科の専門選択科目70単位取得した場合は、 7 単位分が自由

選択科目の単位となる。
c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。

↓
a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

註：○印の科目は、社会福祉士の必修科目。　註：●印の科目は、介護福祉士の必修科目。
註：▲印の科目は、保育士資格の必修科目。　註：△印の科目は、保育士資格の選択必修科目。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
科
目

保健医療サービス論 ○2 講義 前期 2 ×

社会保障論Ⅱ ○△2 講義 後期 2 × ＊

更生保護制度 ○2 講義 後期 2 ×

社会福祉施設経営論 ○2 講義 後期 2 × ＊

相談援助演習Ⅰ ○1 演習 後期 1 ×

相談援助演習Ⅱ ○1 演習 前期 1 ×

相談援助演習Ⅲ ○1 演習 後期 （1） （1） ×

相談援助演習Ⅳ ○1 演習 前期 （1） （1） ×

相談援助演習Ⅴ ○1 演習 後期 （1） （1） ×

ケ
ア
ワ
ー
ク
専
門
科
目

基礎介護論Ⅰ ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

基礎介護論Ⅱ ●2 講義 後期 2 × 介護のみ

介護と倫理 ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

介護と環境 ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

コミュニケーション技術Ⅰ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

コミュニケーション技術Ⅱ ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

生活支援技術概論 ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

日常生活支援技術Ⅰ ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

日常生活支援技術Ⅱ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

日常生活支援技術Ⅲ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

生活環境支援技術 ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

家事生活支援技術 ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

生活支援技術応用Ⅰ ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

生活支援技術応用Ⅱ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

生活支援技術展開Ⅰ ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

生活支援技術展開Ⅱ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

介護過程基礎Ⅰ ●2 講義 後期 2 × 介護のみ

介護過程基礎Ⅱ ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

介護過程展開Ⅰ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

介護過程展開Ⅱ ●1 演習 前期 1 × 介護のみ

介護サービス計画 ●2 講義 後期 2 × 介護のみ

発達と老化Ⅰ ●2 講義 前期 2 ×

発達と老化Ⅱ ●2 講義 後期 2 ×

認知症の理解Ⅰ ●2 講義 前期 2 ×

認知症の理解Ⅱ ●1 演習 後期 1 ×

障がいの理解Ⅰ ●△2 講義 前期 2 ×

障がいの理解Ⅱ ●△2 講義 後期 2 ×

こころとからだのしくみⅠ ●2 講義 前期 2 ×

こころとからだのしくみⅡ ●2 講義 後期 2 ×

医療を必要とする人への介護Ⅰ ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

医療を必要とする人への介護Ⅱ ●2 講義 前期 2 × 介護のみ

医療を必要とする人への介護Ⅲ ●2 講義 後期 2 × 介護のみ

医療を必要とする人への介護Ⅳ ●1 演習 後期 1 × 介護のみ

［人間福祉学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

註：○印の科目は、社会福祉士の必修科目。　註：●印の科目は、介護福祉士の必修科目。
註：▲印の科目は、保育士資格の必修科目。　註：△印の科目は、保育士資格の選択必修科目。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

保
育
専
門
科
目

保育原理 ▲2 講義 前期 2 ×

教育原理 ▲2 講義 後期 2 ×

保育者論 ▲2 講義 前期 2 × 保育のみ

保育の心理学 ▲2 講義 前期 2 ×

子ども家庭支援の心理学 ▲2 講義 後期 2 × 保育のみ

子どもの保健 ▲2 講義 前期 2 ×

子どもの健康と安全 ▲2 演習 後期 2 × 保育のみ

子どもの理解と援助 ▲2 演習 後期 2 × 保育のみ

子どもの食と栄養 ▲2 演習 前期 2 × 保育のみ

子ども家庭支援論 ▲2 講義 後期 2 × 保育のみ

保育の計画と評価 ▲2 講義 前期 2 × 保育のみ

保育内容総論 ▲1 演習 後期 1 × 保育のみ

保育内容演習Ⅰ（健康） ▲2 演習 後期 2 × 保育のみ

保育内容演習Ⅱ（人間関係） ▲2 演習 前期 2 × 保育のみ

保育内容演習Ⅲ（環境） ▲2 演習 後期 2 × 保育のみ

保育内容演習Ⅳ（言葉） ▲2 演習 前期 2 × 保育のみ

保育内容演習Ⅴ（表現） ▲2 演習 前期 2 × 保育のみ

保育内容の理解と方法Ⅰ（健康） ▲ 2 演習 前期 2 × 保育のみ

保育内容の理解と方法Ⅱ（人間関係） ▲ 2 演習 後期 2 × 保育のみ

保育内容の理解と方法Ⅲ（環境） ▲ 2 演習 前期 2 × 保育のみ

保育内容の理解と方法Ⅳ（言葉） ▲ 2 演習 後期 2 × 保育のみ

保育内容の理解と方法Ⅴ（表現） ▲ 2 演習 後期 2 × 保育のみ

乳児保育Ⅰ ▲ 2 講義 前期 2 × 保育のみ

乳児保育Ⅱ ▲ 1 演習 後期 1 × 保育のみ

障害児保育 ▲ 2 演習 前期 2 × 保育のみ

社会的養護Ⅱ ▲ 1 演習 後期 1 × 保育のみ

社会的養護Ⅲ ▲ 1 演習 前期 1 × 保育のみ

子育て支援Ⅰ ▲ 2 演習 前期 2 × 保育のみ

子育て支援Ⅱ ▲ 2 演習 後期 2 × 保育のみ

ピアノ △ 1 演習 前･後 (1) (1) (1) (1) × 保育のみ

発達障害の理解 △ 2 講義 後期 2 ×

保育サービス論 2 講義 前期 2 ×

社
会
福
祉
実
践
科
目

相談援助実習指導Ⅰ ○ 1 演習 前期 (1) (1) ×

相談援助実習指導Ⅱ ○ 1 演習 後期 (1) (1) ×

相談援助実習指導Ⅲ ○ 2 演習 通年 (2) (2) ×

社会福祉実習 ○ 4 実習 通年 (4) (4) ×

介護総合演習Ⅰ ● 1 演習 後期 1 × 介護のみ

介護総合演習Ⅱ ● 1 演習 後期 1 × 介護のみ

介護総合演習Ⅲ ● 1 演習 前期 1 × 介護のみ

介護総合演習Ⅳ ● 1 演習 後期 1 × 介護のみ

［人間福祉学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

註：○印の科目は、社会福祉士の必修科目。　註：●印の科目は、介護福祉士の必修科目。
註：▲印の科目は、保育士資格の必修科目。　註：△印の科目は、保育士資格の選択必修科目。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

社
会
福
祉
実
践
科
目

介護実習Ⅰ ● 2 実習 後期 2 × 介護のみ

介護実習Ⅱ- 1 ● 4 実習 後期 4 × 介護のみ

介護実習Ⅱ- 2 ● 4 実習 前期 4 × 介護のみ

保育実践演習 ▲ 2 演習 後期 2 × 保育のみ

保育実習ⅠＡ ▲ 2 実習 前･後 2 × 保育のみ

保育実習ⅠＢ ▲ 2 実習 前･後 2 × 保育のみ

保育実習指導Ⅰ ▲ 2 演習 通年 2 × 保育のみ

保育実習Ⅱ ★△2 実習 3後･4前 (2) (2) ×
保育のみ 
3 年生は後期 
4 年生は前期

保
育
士
資
格
取
得
希
望
者
は
★
印
の

２
科
目
３
単
位
又
は
、☆
印
の
２
科
目

３
単
位
以
上
を
履
修
す
る
こ
と

保育実習指導Ⅱ ★△1 演習 前期 1 × 保育のみ

保育実習Ⅲ ☆△2 実習 3後･4前 (2) (2) ×
保育のみ 
3 年生は後期 
4 年生は前期

保育実習指導Ⅲ ☆△1 演習 前期 1 × 保育のみ

社
会
福
祉
展
開
科
目

福祉と食 2 講義 後期 2 〇

行政福祉論 2 講義 後期 2 ×

介護基礎 2 講義 前期 2 ×

手話 2 講義 後期 (2) (2) (2) (2) ○

多職種連携論 2 講義 前期 (2) (2) (2) (2) ○

医療ソーシャルワーク論 2 講義 前期 (2) (2) 〇

演
習

人間福祉基礎演習 1 演習 前期 1 ×

人間福祉演習　 2 演習 通年 2 ×
卒
業
研
究

卒業研究 4 演習 通年 4 ×

註：○印の科目は、社会福祉士の必修科目。　註：●印の科目は、介護福祉士の必修科目。
註：▲印の科目は、保育士資格の必修科目。　註：△印の科目は、保育士資格の選択必修科目。

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：「卒業研究」を履修するには、「入門ゼミナール」、「人間福祉基礎演習」、「人間福祉演習」をすべて修得していること。
註 2 ：「人間福祉演習」を履修するためには、60単位以上修得していること。

［資格の履修について］
註 1 ：社会福祉士国家試験の受験資格取得希望者は必修科目に加えて○印の科目を全て履修しなければならない。
註 2 ：介護福祉士国家試験の受験資格取得希望者は必修科目に加えて●印の科目を全て履修しなければならない。
註 3 ：保育士資格取得希望者は必修科目に加えて▲印の科目を全て履修しなければならない。さらに△印から 4 単位以上履修する

こと。そのうち「保育実習Ⅱ」と「保育実習指導Ⅱ」、または「保育実習Ⅲ」と「保育実習指導Ⅲ」のどちらか 3 単位以上
を履修しなければならない。

註 4 ：社会福祉主事任用資格の取得のためには、備考欄に＊印がついている科目のうち、 3 科目以上を履修しなければならない。
ただし、「社会福祉概論」「高齢者に対する支援と介護保険制度」「社会保障論」「地域福祉論」は「ⅠとⅡ」の両方を、「ソー
シャルワーク論」は「Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ」を合わせて取得して 1 科目の履修とする。

［人間福祉学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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育
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人
間

福
祉

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 保

育
の

み
→

 介
護

の
み

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

社 会 福 祉 基 礎 科 目

社
会
福
祉
に
関
連
す
る
主
要
な
法
・
制
度
つ
い
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
福
祉
に
関
連
す
る
主
要
な
法
・
制
度
の
お
よ
そ
の
概
要
と
対
応
す
る
お
よ
そ
の
福
祉
分

野
の
現
状
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、

・
自
分
の
見
解
を
…形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
間
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
価
値
に
基
づ
い
た
自
分
の
批
判
的
な
見
解
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
福
祉
概
論
Ⅰ

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度
Ⅱ

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

社
会
福
祉
概
論
Ⅱ

社
会
的
養
護
Ⅰ

心
理
学
理
論
と
心
理
的
支
援

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度
Ⅰ

地
域
福
祉
論
Ⅰ

社
会
保
障
論
Ⅰ

児
童
・
家
庭
福
祉
論

障
害
者
福
祉
論

医
学
一
般

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅰ

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 専 門 科 目

・
社
会
福
祉
や
隣
接
分
野
に
関
連
す
る
法
・
制
度
を
理
解
し
、
相
談
援
助
の
展
開
課
程
に
必

要
な
理
論
や
技
術
を
用
い
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
法
を
論
理
的
思
考
に
基
づ
い
て
自

ら
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
専
門
的
援
助
関
係
の
形
成
に
必
要
な
自
己
覚
知
を
深
め
、
相
談
援
助
に
お
け
る
基
礎
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
や
面
接
技
術
を
実
践
的
に
習
得
で
き
る
。
ま
た
、
実
習
経
験

後
の
個
別
的
な
体
験
を
一
般
化
・
理
論
化
で
き
る
ま
で
に
理
解
を
深
め
る
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
専
門
職
倫
理
を
理
解
し
、
人
々
の
生
活
課
題
や
困
難
性
の

背
景
に
あ
る
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
対
し
、
問
題
意
識
を
自
ら
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

相
談
援
助
演
習
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅱ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅳ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅵ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅲ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅴ

就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
論

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

地
域
福
祉
論
Ⅱ

公
的
扶
助
論

社
会
調
査
の
基
礎

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
論

社
会
理
論
と
社
会
シ
ス
テ
ム

社
会
保
障
論
Ⅱ

相
談
援
助
演
習
Ⅱ

更
生
保
護
制
度

相
談
援
助
演
習
Ⅲ

社
会
福
祉
施
設
経
営
論

相
談
援
助
演
習
Ⅳ

相
談
援
助
演
習
Ⅴ

ケ ア ワ ー ク 専 門 科 目

・
福
祉
的
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
へ
の
生
活
支
援
に
関
す
る
理
論
の
基
本
的
枠
組
み
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
福
祉
的
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
そ
の

専
門
的
援
助
関
係
の
基
本
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
援
助
・
支
援
に
関
す
る
理
論
や
知
識
を
統
合
し
、
実
習
教
育
に
お
い
て
の
個
別
の
事
例
に

合
わ
せ
て
介
護
計
画
を
立
案
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

基
礎
介
護
論
Ⅰ

介
護
と
倫
理

介
護
と
環
境

基
礎
介
護
論
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅱ

生
活
支
援
技
術
展
開
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅰ

生
活
環
境
支
援
技
術

介
護
過
程
展
開
Ⅱ

生
活
支
援
技
術
概
論

家
事
生
活
支
援
技
術

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅰ

生
活
支
援
技
術
応
用
Ⅰ

医
療
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
介
護
Ⅰ

日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅱ

生
活
支
援
技
術
応
用
Ⅱ

医
療
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
介
護
Ⅱ

日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅲ

生
活
支
援
技
術
展
開
Ⅰ

医
療
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
介
護
Ⅲ

介
護
過
程
基
礎
Ⅰ

介
護
過
程
基
礎
Ⅱ

医
療
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
介
護
Ⅳ

発
達
と
老
化
Ⅰ

介
護
過
程
展
開
Ⅰ

発
達
と
老
化
Ⅱ

認
知
症
の
理
解
Ⅰ

認
知
症
の
理
解
Ⅱ

障
が
い
の
理
解
Ⅰ

障
が
い
の
理
解
Ⅱ

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅰ

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅱ

保 育 専 門 科 目

・
保
育
に
関
す
る
法
・
制
度
の
概
要
を
理
解
し
、
児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
事
例
検
討
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
実
習
経
験
等
を
通
し
て
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析

し
、
保
育
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

と
い
う
価
値
に
基
づ
き
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
育
原
理

教
育
原
理

保
育
者
論

保
育
サ
ー
ビ
ス
論

保
育
の
心
理
学

子
ど
も
の
保
健

保
育
の
計
画
と
評
価

子
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

子
ど
も
の
健
康
と
安
全

保
育
内
容
演
習
Ⅴ
（
表
現
）

子
ど
も
の
理
解
と
援
助

子
ど
も
の
食
と
栄
養

社
会
的
養
護
Ⅲ

保
育
内
容
総
論

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
Ⅲ
（
環
境
）

子
育
て
支
援
Ⅰ

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
Ⅰ
（
健
康
）

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
Ⅴ
（
表
現
）

子
育
て
支
援
Ⅱ

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
Ⅱ
（
人
間
関
係
）

保
育
内
容
演
習
Ⅱ
（
人
間
関
係
）

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
Ⅳ
（
言
葉
）

保
育
内
容
演
習
Ⅲ
（
環
境
）

保
育
内
容
演
習
Ⅰ
（
健
康
）

保
育
内
容
演
習
Ⅳ
（
言
葉
）
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乳
児
保
育
Ⅰ

乳
児
保
育
Ⅱ

障
害
児
保
育

社
会
的
養
護
Ⅱ

子
ど
も
家
庭
支
援
論

発
達
障
害
の
理
解

ピ
ア
ノ

社 会 福 祉 実 践 科 目

・
指
導
・
支
援
に
係
る
知
識
と
技
術
を
統
合
し
、
個
別
の
学
習
到
達
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
実
習
で
の
日
々
の
学
習
内
容
や
実
習
後
の
学
習
成
果
を
言
語
化
し
、
他
者
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
実
習
で
関
わ
る
対
象
者
の
理
解
を
深
め
、
専
門
職
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
信

頼
関
係
の
構
築
や
指
導
、
支
援
計
画
の
立
案
、
具
体
的
な
援
助
方
法
、
多
職
種
協
働
、
評

価
方
法
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
修
す
る
。

・
人
々
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
専
門
職
と
し
て
の
自
己
覚
知
を
深
め
、
個
々
へ
の
尊
厳
の

も
と
、
各
専
門
職
と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
、
価
値
、
倫
理
等
、
総
合
的
に
習
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

介
護
総
合
演
習
Ⅰ

相
談
援
助
実
習
指
導
Ⅰ

介
護
実
習
Ⅰ

相
談
援
助
実
習
指
導
Ⅱ

介
護
総
合
演
習
Ⅱ

相
談
援
助
実
習
指
導
Ⅲ

介
護
実
習
Ⅱ
-１

社
会
福
祉
実
習

保
育
実
習
指
導
Ⅰ

介
護
総
合
演
習
Ⅲ

介
護
総
合
演
習
Ⅳ

介
護
実
習
Ⅱ
-2

保
育
実
践
演
習

保
育
実
習
Ⅰ
Ａ

保
育
実
習
Ⅰ
Ｂ

保
育
実
習
Ⅱ

保
育
実
習
指
導
Ⅱ

保
育
実
習
Ⅲ

保
育
実
習
指
導
Ⅲ

社 会 福 祉 展 開 科 目

・
福
祉
分
野
横
断
的
な
理
解
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
専
門
的
展
開
に
関
す
る
理
解
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
問
題
の
解
決
や
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
実
践
的
・
総
合
的
に
と
ら
え
、
専
門
職
の
社

会
的
役
割
を
踏
ま
え
た
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
専
門
性
を
深
め
る
学
修
を
す
る
。

・
時
代
や
社
会
の
変
化
に
伴
う
福
祉
課
題
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
常
に
新
し
い
課
題
に
関
心

と
意
欲
を
も
っ
て
、
専
門
職
と
し
て
学
び
続
け
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

福
祉
と
食

行
政
福
祉
論

介
護
基
礎

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論

手
話

多
職
種
連
携
論

演
習

・
自
己
の
社
会
福
祉
へ
の
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
解
決
へ
向
け
た
方
法
の
提
案
や
行
動

が
で
き
る
高
い
専
門
性
と
倫
理
観
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
間
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
価
値
の
中
に
あ
る
、
自
己
の
社
会
福
祉
へ
の

課
題
に
つ
い
て
論
述
し
、
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
福
祉
基
礎
演
習

人
間
福
祉
演
習

卒業
研究

卒
業
研
究

D
P

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
人
間
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、「
健
康
で
幸
福
な
生
活
【
健
幸
】」
の
実
現
の
意
味
を
全
人
的
・
社
会
総
合
的
に
と
ら
え
る
態
度
を
備
え
る

2
．
福
祉
や
健
康
に
関
し
て
の
知
識
を
広
く
持
ち
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
重
要
性
を
理
解
し
、
人
と
関
わ
る
役
割
を
担
う
能
力
を
有
す
る

３
．
現
代
に
お
け
る
福
祉
や
健
康
の
問
題
に
広
く
関
心
を
持
ち
、
個
人
や
地
域
社
会
の
生
活
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
専
門
性
を
有
す
る

そ
の
う
え
で
、
次
の
資
質
お
よ
び
能
力
を
有
し
て
い
る
者
に
「
学
士
（
社
会
福
祉
学
）」
の
学
位
を
授
与
す
る
。

C
P

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
学
科
全
員
が
共
通
に
学
ぶ
「
社
会
福
祉
基
礎
科
目
」、
目
指
す
専
門
性
に
応
じ
て
選
択
す
る
「
ケ
ア
ワ
ー
ク
科
目
」「
保
育
科
目
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
科
目
」、
さ
ら
に
学
外
で
の
実
習
を
と
も
な
う
「
社
会
福
祉
実
践
科
目
」、

福
祉
専
門
職
と
し
て
の
資
質
向
上
や
学
部
共
通
理
念
で
あ
る
【
健
幸
】
へ
の
学
び
を
深
め
る
「
社
会
福
祉
展
開
科
目
」
を
設
け
る
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
4 

人
間
生
活
学
部　

人
間
福
祉
学
科
（
N
D
）
専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 5 教育人文学部　幼児教育学科（EA）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22単位
以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝専門科目から、必修科目64単位（卒業研究を含む）を含めた90単位以
上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124 単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必 修 64単位
90単位
以上

選 択 26単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

基
　
礎

児童学概論　　　　　　　　　　　　　　　2 講義 前期 2 ○

児童学演習 2 演習 通年 2 ×

児童学研究法　 2 講義 後期 2 ×

ネイチャー・ワーク 2 演習 前期 2 ×

幼児教育基礎実習 2 実習 後期 2 ×

幼児教育基礎演習 2 演習 後期 2 ×

保
　
育
　
と
　
教
　
育

保育者論 2 講義 後期 2 ×

幼児教育学 2 講義 前期 2 ×

教育学 2 講義 後期 2 ×

保育制度・保育政策論 2 講義 後期 2 ×

特別支援教育概論 2 講義 後期 2 ×

障碍児保育 △2 演習 前期 2 ×

保育・教育課程論 ※△2 講義 前期 2 ×

子どもの理解と援助 2 演習 前期 2 ×

教育方法 2 講義 前期 2 ×

乳児保育Ⅰ △2 講義 後期 2 ×

乳児保育Ⅱ △2 演習 前期 2 ×

多文化保育論 ○2 講義 前期 （2） （2） ×

保育学 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

保育臨床学 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

保育実践論 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、6 単位分が自由選択科目の単位となる。
b．自学科の専門選択科目26単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）自学科の専門選択科目30単位取得した場合は、 4 単位分が自由選択
科目の単位となる。

c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。
↓

a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

註：※印の科目は、幼稚園教諭一種免許状の必修科目
註：△印の科目は、保育士資格の必修科目
註：○印の科目は、保育士資格の選択必修科目
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

保
育
内
容
の
理
解
と
方
法

子どもの生活と遊び 2 演習 前期 2 ×

人間理解と人間関係 2 演習 後期 2 ×

子どもと自然 2 演習 後期 2 ×

言語文化表現 2 演習 後期 2 ×

表現総論 2 講義 前期 2 ×

保育内容総論 ※△2 演習 後期 2 ×

保育内容の指導法（健康） ※△2 演習 後期 2 ×

保育内容の指導法（環境） ※△2 演習 後期 2 ×

保育内容の指導法（人間関係） ※△2 演習 前期 2 ×

保育内容の指導法（言葉） ※△2 演習 前期 2 ×

保育内容の指導法（音楽表現） ※△2 演習 前･後 2 ×

保育内容の指導法（造形表現） ※△2 演習 後期 2 ×

保育内容の指導法（身体表現） ※△2 演習 前期 2 ×

発
達
と
臨
床

保育・教育心理学 2 講義 前期 2 ×

生涯発達心理学 2 講義 後期 2 ×

保育・教育相談 ※○2 演習 後期 2 ×

青年心理学 ○2 講義 前期 （2） （2） ×

乳幼児発達論 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

発達臨床論 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

生
活
と
福
祉

子ども家庭福祉Ⅰ 2 講義 前期 2 ×

子ども家庭福祉Ⅱ ○2 演習 後期 2 ×

社会福祉 2 講義 後期 2 ×

子ども家庭支援論 2 講義 前期 2 ×

社会的養護Ⅰ △2 講義 前期 2 ×

社会的養護Ⅱ △2 演習 後期 2 ×

子育て支援　　　　　　　　　　　　 △2 演習 後期 2 ×

児童養護論 2 講義 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

健
康
と
運
動

児童保健学 2 講義 後期 2 ×

子どもの健康と安全 2 演習 前期 2 ×

食と発達 △2 演習 前期 2 ×

子どもと運動 2 演習 前期 2 ×

幼児運動論 2 演習 後期 （2） （2） ×

児童保健学各論 2 講義 前期 （2） （2） ×

［幼児教育学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

註：※印の科目は、幼稚園教諭一種免許状の必修科目
註：△印の科目は、保育士資格の必修科目
註：○印の科目は、保育士資格の選択必修科目

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
５ 

教
育
人
文
学
部　

幼
児
教
育
学
科
（
Ｅ
Ａ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

表
現
と
文
化

子どもと歌唱表現 2 演習 前期 2 ×

音楽表現基礎技能 ○2 演習 後期 2 ×

感じて表現（造形） 2 演習 前期 2 ×

考えて表現（造形） 2 演習 後期 2 ×

子どもと身体表現 2 演習 後期 2 ×

音楽表現応用 ○1 演習 前･後 （1） （1） ×

造形発達と表現 2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

幼児音楽論 2 講義 前･後 （2） (2) × 繰り返し受講可

造形保育論 2 講義 前･後 （2） (2) × 繰り返し受講可

身体表現論 2 講義 後期 （2） (2) ×

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
実
習
）

幼稚園教育実習総論　　　　　　　　　　　※2 演習 通年 （2） (2) ×

幼稚園教育実習 ※4 実習 通年 4 ×

保育実習総論Ⅰ　　　　　　　　　　　　　△2 演習 通年 2 ×

保育実習Ⅰ(保育所）　　　　　　　　　　　　　△2 実習 通年 （2） (2) ×

保育実習Ⅰ(施設）　　　　　　　　　　　　　△2 実習 通年 （2） (2) ×

保育実習総論Ⅱ　　　　　　　　　　　　　○1 演習 前期 1 × ★
保育士資格取得希望者は、
★印の 2 科目 3 単位又は、
☆印の 2 科目 3 単位以上を
履修すること

保育実習Ⅱ　　　　　　　　　　　　　 ○2 実習 通年 （2） (2) × ★

保育実習総論Ⅲ ○1 演習 前期 1 × ☆

保育実習Ⅲ　　　　　　　　　　　 ○2 実習 通年 （2） (2) × ☆

保育インターンシップ　　　　　　　　　　　○2 実習 通年 （2） (2) ×

総
合

保育・教職実践演習　　　　　　　　　　　※△2 演習 後期 2 ×

卒業研究　　　　　　　　　　　　　　　　4 演習 通年 4 ×

註：※印の科目は、幼稚園教諭一種免許状の必修科目
註：△印の科目は、保育士資格の必修科目
註：○印の科目は、保育士資格の選択必修科目

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：「卒業研究」を履修するには、原則として、 3 年次終了時に修得単位数が80単位以上であること。

［資格の履修について］
註 1 ：幼稚園教諭一種免許状取得希望者は必修科目に加えて※印の科目を全て履修しなければならない。
註 2 ：保育士資格取得希望者は必修科目に加えて△印の科目を全て履修しなければならない。さらに○印から 9 単位以上を選択し

て履修すること。そのうち、「保育実習総論Ⅱ」と「保育実習Ⅱ」又は「保育実習総論Ⅲ」と「保育実習Ⅲ」のどちらか 
3 単位以上履修しなければならない。

註 3 ：フィールドワーク（実習）科目については、幼児教育学科が作成した「実習の手引き」記載事項をふまえて履修すること。
註 4 ：社会福祉主事任用資格取得希望者は、以下の科目を履修する必要がある。

「教育学」「保育学」「社会福祉」

［幼児教育学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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幼
児

教
育

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

付
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

基 礎

・
幅
広
く
子
ど
も
と
保
育
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
。

・
子
ど
も
と
保
育
の
実
態
を
実
習
を
通
し
て
理
解
し
、
自
ら
の
子
ど
も
理
解
を
深
め
る
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
を
相
互
的
に
発
揮
さ
せ
、
乳
幼
児
の
感
性
に
共
鳴
で
き
る
基
盤
を
身
に

付
け
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
·教
育
に
か
か
わ
る
研
究
理
論
と
手
法
に
つ
い
て
学
習
し
、
卒
業
研
究
等

に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
力
を
獲
得
す
る
。

児
童
学
概
論

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ワ
ー
ク

児
童
学
研
究
法

児
童
学
演
習

幼
児
教
育
基
礎
実
習

幼
児
教
育
基
礎
演
習

保 育 と 教 育

・
保
育
及
び
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
持
ち
、
事
例
検
討
、
保
育
観
察
を
通
し
て
、

保
育
者
に
必
要
な
資
質
を
習
得
す
る
。

・
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と
家
庭
の
保
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
獲
得
す

る
と
と
も
に
、
実
践
を
通
し
て
子
ど
も
の
指
導
や
援
助
に
関
す
る
力
量
を
身
に
付
け
る
。

・
乳
児
保
育
や
多
文
化
保
育
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
通
し
て
、
多
様
な
保
育
形
態
や
保
育

対
象
に
対
応
す
る
保
育
実
践
力
を
身
に
付
け
る
。

・
子
ど
も
理
解
の
基
礎
的
知
識
や
態
度
を
学
習
し
、
子
ど
も
理
解
の
具
体
的
な
方
法
を
習
得

す
る
。

・
保
育
を
計
画
し
、
指
導
方
法
を
子
ど
も
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
し
、
実
践
す
る
た
め
の
知

識
と
技
能
を
習
得
す
る
。
さ
ら
に
、
自
ら
の
実
践
を
通
し
て
評
価
す
る
力
を
身
に
付
け
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
発
展
的
学

習
に
取
り
組
む
。

幼
児
教
育
学

保
育
者
論

障
碍
児
保
育

教
育
学

保
育
制
度
・
保
育
政
策
論

保
育
・
教
育
課
程
論

特
別
支
援
教
育
概
論

乳
児
保
育
Ⅱ

子
ど
も
の
理
解
と
援
助

多
文
化
保
育
論

教
育
方
法

保
育
学

乳
児
保
育
Ⅰ

保
育
臨
床
学

保
育
実
践
論

保 育 内 容 の 理 解 と 方 法

・
保
育
内
容
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
習
得
し
、
実
際
の
指
導
に
生
か
す
力
を
身
に
付
け
る
。

・
保
育
内
容
に
適
し
た
指
導
方
法
に
つ
い
て
５
領
域
の
ね
ら
い
や
内
容
を
理
解
し
、
活
用
す

る
力
を
身
に
付
け
る
。

・
保
育
内
容
の
５
領
域
を
総
合
的
に
捉
え
、
具
体
的
な
援
助
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

言
語
文
化
表
現

子
ど
も
の
生
活
と
遊
び

保
育
内
容
総
論

人
間
理
解
と
人
間
関
係

保
育
内
容
の
指
導
法
（
人
間
関
係
）

子
ど
も
と
自
然

保
育
内
容
の
指
導
法
（
言
葉
）

表
現
総
論

保
育
内
容
の
指
導
法
（
音
楽
表
現
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
健
康
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
身
体
表
現
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
環
境
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
造
形
表
現
）

発 達 と 臨 床

・
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
習
得
し
、
子
ど
も
の
理
解
に
生
か
す
力
を
養
う
。

・
生
涯
発
達
に
関
す
る
心
理
学
的
な
知
識
を
習
得
し
、
親
子
・
家
族
関
係
や
子
育
て
家
庭
を

め
ぐ
る
現
代
の
社
会
的
状
況
や
子
ど
も
の
精
神
的
健
康
と
課
題
に
取
り
組
む
。

・
子
ど
も
と
保
護
者
に
関
す
る
心
理
的
支
援
に
関
心
を
持
ち
、
事
例
検
討
を
踏
ま
え
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
の
必
要
性
を
認
識
す
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
発
展
的
学

習
に
取
り
組
む
。

保
育
・
教
育
心
理
学

青
年
心
理
学

生
涯
発
達
心
理
学

保
育
・
教
育
相
談

乳
幼
児
発
達
論

発
達
臨
床
論
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生 活 と 福 祉

・
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
の
現
状
と
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
身
に
付
け
、
子
ど
も
と
家

族
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
力
を
身
に
付
け
る
。

・
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
の
支
援
に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て
考
察
し
、
保
育
者
の
職
務
や

資
質
・
技
能
を
習
得
す
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
発
展
的
学

習
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅰ

子
ど
も
家
庭
支
援
論

子
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅱ

社
会
福
祉

社
会
的
養
護
Ⅰ

児
童
養
護
論

社
会
的
養
護
Ⅱ

子
育
て
支
援

健 康 と 運 動

・
子
ど
も
の
健
康
と
安
全
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
と
技
能
を
習
得
し
、
保
育
場
面
で
必
要
な

援
助
を
選
択
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
子
ど
も
の
栄
養
や
食
育
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
獲
得
習
得
し
、
今
日
的
課
題
に
取
り
組

む
。

・
子
ど
も
の
運
動
指
導
に
関
す
る
環
境
設
定
及
び
援
助
方
法
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
知
識

と
技
能
を
習
得
す
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
発
展
的
学

習
に
取
り
組
む
。

児
童
保
健
学

子
ど
も
の
健
康
と
安
全

幼
児
運
動
論

食
と
発
達

児
童
保
健
学
各
論

子
ど
も
と
運
動

表 現 と 文 化

・
音
楽
表
現
、
造
形
表
現
、
身
体
表
現
に
関
わ
る
専
門
的
知
識
・
技
能
を
獲
得
習
得
し
、
自

ら
表
現
す
る
力
や
子
ど
も
の
表
現
を
受
け
止
め
、
育
む
保
育
者
と
し
て
の
感
性
を
磨
く
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
発
展
的
学

習
に
取
り
組
む
。

音
楽
表
現
基
礎
技
能

子
ど
も
と
歌
唱
表
現

感
じ
て
表
現
（
造
形
）

子
ど
も
と
身
体
表
現

考
え
て
表
現
（
造
形
）

音
楽
表
現
応
用

造
形
発
達
と
表
現

幼
児
音
楽
論

造
形
保
育
論

身
体
表
現
論

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

（ 実 習 ）

・
幼
稚
園
·保
育
所
·認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
者
の
専
門
性
を
理
解
し
、
保
育
実
践
を
通
し

て
具
体
的
な
事
象
に
即
応
す
る
力
を
習
得
す
る
。

・
児
童
福
祉
施
設
（
保
育
所
以
外
）
の
保
育
士
の
専
門
性
を
理
解
し
、
保
育
実
践
を
通
し
て

具
体
的
な
事
象
に
即
応
す
る
力
を
習
得
す
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
各
自
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
発

展
的
学
習
に
取
り
組
む
。

幼
稚
園
教
育
実
習
総
論

保
育
実
習
Ⅰ
（
保
育
所
）

保
育
実
習
Ⅰ
（
施
設
）

保
育
実
習
Ⅱ

保
育
実
習
Ⅲ

保
育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

保
育
実
習
総
論
Ⅰ

幼
稚
園
教
育
実
習

保
育
実
習
総
論
Ⅱ

保
育
実
習
総
論
Ⅲ

総 合

・
４
年
間
の
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
で
自
ら
の
保
育
者
と
な
る
上
で
必
要
な
資
質
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
め
ざ
す
保
育
者
像
を
明
確
に
形
成
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
課
題
解
決
と
更
な
る
知
識
·

技
能
の
獲
得
習
得
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
子
ど
も
と
保
育
に
関
す
る
今
日
的
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
各
自
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
発

展
的
学
習
に
取
り
組
む
。

保
育
・
教
職
実
践
演
習

卒
業
研
究

D
P

幼
児
教
育
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る

１
．
子
ど
も
の
心
理
や
発
達
特
性
お
よ
び
保
育
·教
育
を
構
成
す
る
主
要
な
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
保
育
を
構
築
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
．
子
ど
も
の
表
現
を
読
み
と
る
豊
か
な
感
性
を
も
ち
、
子
ど
も
と
響
き
あ
え
る
表
現
力
を
身
に
付
け
る
　

３
．
子
ど
も
と
保
育
・
教
育
に
か
か
わ
る
課
題
を
設
定
し
自
ら
探
究
す
る
意
欲
と
そ
の
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
を
も
つ

C
P

幼
児
教
育
学
科
で
は
、
保
育
者
養
成
を
基
盤
と
し
、
広
く
人
間
理
解
力
と
関
係
発
展
力
に
富
み
、
創
造
力
を
備
え
た
人
材
を
養
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
。

１
．
学
び
の
基
礎
と
な
る
「
基
礎
」
領
域
で
は
、
育
つ
も
の
と
し
て
の
子
ど
も
に
対
す
る
知
識
·技
能
を
習
得
し
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
保
育
者
と
し
て
の
基
本
姿
勢
を
学
ぶ

2
．「
保
育
と
教
育
」「
保
育
内
容
の
理
解
と
方
法
」「
発
達
と
臨
床
」「
生
活
と
福
祉
」「
健
康
と
運
動
」
の
５
つ
の
領
域
で
は
、
各
領
域
の
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
習
得
を
図
り
、
質
の
高
い
保
育
・
教
育
を
構
想
す
る
と
共
に
、
全
人
的
な
人
間
理
解

を
め
ざ
す

３
．
子
ど
も
の
豊
か
な
表
現
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
め
ざ
し
、
学
習
者
自
身
の
感
性
豊
か
な
表
現
力
を
高
め
る

４
．
実
習
関
連
科
目
で
あ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
実
習
）」
領
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
統
合
し
、
子
ど
も
の
主
体
性
と
自
発
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
保
育
・
教
育
を
構
築
し
て
い
く
実
践
力
を
育
成
す
る

３
―
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育
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科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22単位
以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝専門科目から、必修科目５9単位（卒業研究を含む）を含めた90単位以
上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必 修 ５9単位
90単位
以上

選 択 31単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

初
等
教
育
教
員
養
成
分
野

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

国語 2 講義 前期 2 ○
社会 2 講義 後期 2 ○
算数 2 講義 後期 2 ○
理科 2 講義 後期 2 ○
生活 2 講義 前期 2 ○
音楽 2 講義 後期 2 ○
図画工作 2 講義 後期 2 ○
家庭 2 講義 前期 2 ○
体育 2 講義 後期 2 ○
外国語（英語） 2 講義 後期 2 ○
初等国語科教育 2 講義 前期 2 ○
初等算数科教育 2 講義 後期 2 ○
初等理科教育 2 講義 後期 2 ○
初等体育科教育 2 講義 前期 2 ○
初等音楽科教育 2 講義 後期 2 ○
初等図画工作科教育 2 講義 後期 2 ○
初等社会科教育 2 講義 前期 2 ○
初等生活科教育 2 講義 前期 2 ○
初等家庭科教育 2 講義 前期 2 ○
初等英語科教育 2 講義 前期 2 ○
教材研究Ａ 1 演習 前期 1 ○
教材研究Ｂ 1 演習 後期 1 ○
授業研究Ａ 1 演習 前期 1 ○ 繰り返し受講可
授業研究Ｂ　　 1 演習 後期 1 ○ 繰り返し受講可

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

教育学概論Ａ 2 講義 前期 2 ○
教職入門Ａ 2 講義 前期 2 ○
学校制度論Ａ 2 講義 前期 2 ○
教育心理学Ａ 2 講義 後期 2 ○
特別な教育的ニーズの理解と支援Ａ 2 講義 前期 2 ○
教育課程論Ａ 2 講義 後期 2 ○

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単位となる。
b．自学科の専門選択科目31単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）自学科の専門選択科目40単位取得した場合は、 9 単位分が自由選択
科目の単位となる

c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。
↓

a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

Ⅱ- 6 教育人文学部　児童教育学科（EB）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

初
等
教
育
教
員
養
成
分
野

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳教育Ａ 2 講義 前期 2 ○
総合的な学習の時間の授業づくりＡ ■2 講義 後期 2 ○
特別活動Ａ 2 講義 後期 2 ○
教育方法Ａ 2 講義 前期 2 ○
生徒指導･進路指導Ａ 2 講義 前期 2 ○
教育相談Ａ 2 講義 後期 2 ○
幼児理解の理論と方法 ●2 講義 後期 2 ○

特
別
支
援
教
育
分
野

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

特別支援学校教育概論 ★2 講義 前期 2 ○
知的障害教育概論 ★2 講義 前期 2 ○
肢体不自由教育概論 ★2 講義 前期 2 ○
病弱教育概論 ★2 講義 後期 2 ○
視覚障害教育概論 ★2 講義 後期 2 ○
聴覚障害教育概論 ★2 講義 後期 2 ○
重複障害教育概論 ★2 講義 後期 2 ○
特別支援教育指導法 1 演習 前期 1 ○
知的障害教育課程論 ★2 講義 後期 2 ○
肢体不自由教育課程論 ★2 講義 前期 2 ○
病弱教育課程論 ★2 講義 前期 2 ○
知的障害の心理・生理・病理 ★2 講義 後期 2 ○
肢体不自由の心理・生理・病理 ★2 講義 前期 2 ○
病弱の心理・生理・病理 ★2 講義 前期 2 ○

学
校
実
地
研
究
分
野

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習事前事後指導 ■2 演習 通年 2 × 介護等体験を含む
教育実習 ■4 実習 前期 4 ×
教職実践演習（幼・小・中・高）　 ■2 演習 後期 2 ×
幼稚園教育実習（事前事後指導含む） ●2 実習 後期 2 ×
特別支援学校教育実習（事前事後指導含む） ★3 実習 通年 3 ×
教育実習Ⅰ ◆1 演習 通年 1 ×
教育実習Ⅱ 2 実習 通年 2 × 中免のみ取得の場合は必修
教育実習Ⅲ ◆2 実習 通年 2 ×

学
校
教
員
実
力
養
成
分
野

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

表現活動（基礎） 1 演習 前期 1 ○
表現活動（応用）　 1 演習 後期 1 ○
教職基礎演習 1 演習 後期 1 ○
教職発展演習 2 演習 通年 2 ○
教職応用演習 1 演習 前期 1 ○
学習指導と学校図書館　　 2 講義 前期 2 ○
学級経営と道徳教育 2 講義 後期 2 ○
外国語活動 2 講義 後期 2 ○
書写・文章表現演習（基礎） 1 演習 後期 1 ○
書写・文章表現演習（応用） 1 演習 後期 1 ○
理科実験観察 1 実験・実習 前期 1 ○
教育行政概論 2 講義 後期 2 ○
ICTとプログラミング教育 2 演習 前期 2 ○
ピアノ奏法演習 1 演習 前・後 1 ×

［児童教育学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

［資格の履修について］
註 1 ：小学校教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印の科目を全て履修しなければならない。
註 2 ：特別支援学校教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印と★印の科目を全て履修しなければならない。
註 3 ：幼稚園教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印と●印の科目を全て履修しなければならない。
註 4 ：中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）取得を希望する者は必修に加えて、■印と◆印の科目を全て履修しなければなら

ない。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

幼
稚
園
教
員
養
成
分
野

領
域
・
保
育
内
容
の
指
導
法

（
情
報
機
器
及
び
機
材
の
活
用
を
含
む
。）

幼児と健康 ●2 講義 前期 （2） （2） ○
幼児と人間関係 ●2 講義 前期 （2） （2） ○
幼児と環境 ●2 講義 前期 （2） （2） ○
幼児と言葉 ●2 講義 後期 （2） （2） ○
幼児と表現 ●2 講義 後期 （2） （2） ○
保育内容総論 ●2 演習 後期 2 ○
保育内容の指導法（環境） ●2 演習 前期 （2） （2） ○
保育内容の指導法（人間関係） ●2 演習 前期 （2） （2） ○
保育内容の指導法（言葉） ●2 演習 前期 （2） （2） ○
保育内容の指導法（健康） ●2 演習 後期 （2） （2） ○
保育内容の指導法（表現） ●2 演習 前期 2 ○

中
等
教
育
教
員
養
成
（
外
国
語
）
分
野

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
科
目

英語Ⅲ ◆2 演習 前期 （2） （2） (2) ○
英語Ⅳ ◆2 演習 後期 （2） （2） (2) ○
アドバンスト・リスニング応用 ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） (2) ○
アドバンスト・リーディング応用 ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） (2) ○
アドバンスト・ライティング応用 ◆2 講義 後期 （2） （2） (2) ○
中級ビジネス英語 2 講義 後期 （2） （2） (2) ○
中級映画・ドラマ英語 2 講義 後期 （2） （2） (2) ○
中級インターネット英語 2 講義 後期 （2） （2） (2) ○
中級メディア英語 2 講義 前期 （2） （2） (2) ○
Oral English Ⅰa ◆ 1 演習 前期 （1） （1） (1) ○
Oral English Ⅰb ◆ 1 演習 後期 （1） （1） (1) ○
Oral English Ⅱa 1 演習 前期 （1） (1) ○
Oral English Ⅱｂ 1 演習 後期 （1） (1) ○

各
教
科
の
指
導
法

（
情
報
機
器
及
び
教
材

の
活
用
を
含
む
。）

英語科教育法Ⅰ ◆2 講義 前期 2 ○
英語科教育法Ⅰ ◆2 講義 後期 2 ○
英語科教育法Ⅲ 2 講義 前期 2 ○ 中免のみ必修
英語科教育法Ⅳ 2 講義 後期 2 ○ 中免のみ必修

英
語
学
に

関
す
る
科
目

ことばのしくみ ◆2 講義 前期 （2） （2） （2） ○
英語学 ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） ○
英語音声学Ⅰ(子音と母音） ◆2 講義 前期 （2） （2） （2） ○
英語音声学Ⅱ（発話実践） ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） ○
ことばへの気づきワークショップ ◆2 演習 後期 （2） （2） （2） ○

中
等
教
育
教
員
養
成

（
外
国
語
）
分
野

英語文学に
関する科目

英米文学の流れ ◆2 講義 前期 （2） （2） （2） ○
英米小説と女性 ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

異文化理解に
関する科目

異文化コミュニケーション ◆2 講義 後期 （2） （2） （2） ○
比較文化論 ◆2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

演習
卒業研究ゼミナール 2 演習 通年 2 ×
卒業研究 4 演習 通年 4 ×

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：「卒業研究」を履修するには、原則として、 3 年次終了時に修得単位数が84単位以上であること。

［資格の履修について］
註 1 ：小学校教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印の科目を全て履修しなければならない。
註 2 ：特別支援学校教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印と★印の科目を全て履修しなければならない。
註 3 ：幼稚園教諭一種免許状取得を希望する者は必修に加えて、■印と●印の科目を全て履修しなければならない。
註 4 ：中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）取得を希望する者は必修に加えて、■印と◆印の科目を全て履修しなければなら

ない。
       

［児童教育学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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児
童

教
育

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次

初 等 教 育 教 員 養 成 分 野

小
学
校
教
員
養
成
の
基
盤
と
な
る
各
教
科
·領
域
、
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
、

・
教
科
用
図
書
の
内
容
を
十
分
理
解
し
、
わ
か
り
や
す
く
学
習
内
容
や
学
習
活
動
を
組
み
立

て
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
質
問
に
的
確
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
板
書
や
発
問
、
的
確
な
話
し
方
な
ど
基
本
的
な
指
導
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
反
応
を
生
か
し
な
が
ら
、
集
中
力
を
保
ち
、
関
心
·意
欲
を
喚
起
す
る
授
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
主
体
的
に
教
材
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
生
か
し
た
学
習
指
導
案
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
誠
実
、
公
平
か
つ
責
任
感
を
も
っ
て
子
ど
も
に
接
し
、
子
ど
も
か
ら
学
び
、
共
に
成
長
し

よ
う
と
す
る
意
識
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
理
解
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
自

ら
の
役
割
·職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で
き
る
。

・
教
員
の
使
命
や
職
務
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
に
基
づ
き
、
自
発
的
·積
極
的
に
自
己

の
職
責
を
果
た
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

国
語

音
楽

初
等
体
育
科
教
育

算
数

体
育

初
等
音
楽
科
教
育

社
会

家
庭

初
等
家
庭
科
教
育

生
活

外
国
語
（
英
語
）

初
等
英
語
科
教
育

理
科

初
等
国
語
科
教
育

授
業
研
究
A

図
画
工
作

初
等
算
数
科
教
育

授
業
研
究
B

初
等
理
科
教
育

初
等
図
画
工
作
科
教
育

初
等
社
会
科
教
育

初
等
生
活
科
教
育

教
材
研
究
A

教
材
研
究
B

教
育
学
概
論
A

教
職
入
門
A

学
校
制
度
論
A

教
育
心
理
学
A

特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
理
解
と
支
援
A

教
育
課
程
論
A

特
別
活
動
A

道
徳
教
育
A

教
育
方
法
A

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
づ
く
り
Ａ

生
徒
指
導
・
進
路
指
導
A

教
育
相
談
A

幼
児
理
解
の
理
論
と
方
法

特 別 支 援

教 育 分 野

・
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
高
い
専
門
性
を
有
す
る
小
学
校
教
員
ま
た
は
特
別
支
援
学
校

教
員
と
し
て
の
知
識
、
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
今
日
の
課
題
で
あ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ブ
ル
教
育
の
実
現
」
に
向
け
た
知
識
・
技
術
、
実

践
的
指
導
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
支
援
学
校
教
育
概
論

知
的
障
害
教
育
概
論

視
覚
障
害
教
育
概
論

病
弱
の
心
理
・
生
理
・
病
理

肢
体
不
自
由
教
育
概
論

聴
覚
障
害
教
育
概
論

知
的
障
害
の
心
理
・
生
理
・
病
理

病
弱
教
育
概
論

重
複
障
害
教
育
概
論

肢
体
不
自
由
の
心
理
・
生
理
・
病
理

特
別
支
援
教
育
指
導
法

肢
体
不
自
由
教
育
課
程
論

知
的
障
害
教
育
課
程
論

病
弱
教
育
課
程
論

学 校 実 地

研 究 分 野

・
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、
実
践
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
課
題
を
発
見

し
、
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

教育
実習

事前
事後

指導
（介

護等
体験

含む
）

教
育
実
習

幼
稚
園
教
育
実
習
（
事
前
事
後
指
導
含
む
）

教
職
実
践
演
習
（
幼
・
小
・
中
・
高
）

特別
支援
学校
教育
実習
（事
前事
後指
導含
む）

教
育
実
習
Ⅰ

教
育
実
習
Ⅱ

教
育
実
習
Ⅲ

学 校 教 員 実

力 養 成 分 野

・
多
様
な
表
現
活
動
や
演
習
を
通
じ
て
、
学
校
運
営
、
学
級
運
営
、
効
果
的
な
指
導
法
や
学

習
指
導
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
組
織
の
一
員
と
し
て
協
調
性
や
柔
軟
性
を
も
っ
て
校
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
現
活
動
（
基
礎
）

教
職
発
展
演
習

理
科
実
験
観
察

教
職
応
用
演
習

表
現
活
動
（
応
用
）

学
習
指
導
と
学
校
図
書
館

IC
Tと
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

教
職
基
礎
演
習

書
写
・
文
章
表
現
演
習
（
応
用
）

学
級
経
営
と
道
徳
教
育

ピ
ア
ノ
奏
法
演
習

外
国
語
活
動

書
写
・
文
章
表
現
演
習
（
基
礎
）

教
育
行
政
概
論
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幼 稚 園 教 員 養 成 分 野

・
幼
稚
園
と
小
学
校
の
連
携
·接
続
を
推
進
で
き
る
小
学
校
教
員
ま
た
は
幼
稚
園
教
員
と
し

て
の
知
識
、
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
今
日
の
課
題
で
あ
る
「
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
」
に
向
け
た
知
識
·

技
術
、
実
践
的
指
導
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

幼
児
と
健
康

幼
児
と
人
間
関
係

幼
児
と
環
境

幼
児
と
言
葉

幼
児
と
表
現

保
育
内
容
総
論

保
育
内
容
の
指
導
法
（
環
境
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
人
間
関
係
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
言
葉
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
健
康
）

保
育
内
容
の
指
導
法
（
表
現
）

中 等 教 育 教 員 養 成 （ 外 国 語 ） 分 野

・
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
図
っ
た
英
語
教
育
を
推
進
で
き
る
中
学
校
（
高
等
学
校
）
教

員
と
し
て
の
知
識
、
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
今
日
の
課
題
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
」
に
向
け
た
知

識
・
技
術
、
実
践
的
指
導
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
語
Ⅲ

英
語
Ⅳ

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
リ
ス
ニ
ン
グ
応
用

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
応
用
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
応
用

中
級
ビ
ジ
ネ
ス
英
語

中
級
映
画
・
ド
ラ
マ
英
語

中
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
英
語

中
級
メ
デ
ィ
ア
英
語

O
ra
l …E
ng
lis
h…
Ⅰ
a

O
ra
l…E
ng
lis
h…
Ⅰ
b

O
ra
l…E
ng
lis
h…
Ⅱ
a

O
ra
l…E
ng
lis
h…
Ⅱ
b

英
語
科
教
育
法
Ⅰ

英
語
科
教
育
法
Ⅲ

英
語
科
教
育
法
Ⅱ

英
語
科
教
育
法
Ⅳ

こ
と
ば
の
し
く
み

英
語
学

英
語
音
声
学
Ⅰ
（
子
音
と
母
音
）

英
語
音
声
学
Ⅱ
（
発
話
実
践
）

こ
と
ば
へ
の
気
づ
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

英
米
文
学
の
流
れ

英
米
小
説
と
女
性

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

比
較
文
化
論

演 習

・
教
育
学
や
教
育
理
論
に
関
す
る
学
修
を
深
め
、
自
己
の
学
修
課
題
に
沿
っ
て
、
研
究
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
か
つ
学
び
続
け
る
こ
と
で
き
る
。

・
仲
間
と
の
共
同
学
修
を
通
し
て
、
自
己
の
学
修
課
題
を
省
察
し
た
り
、
他
者
へ
建
設
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。

・
自
己
の
研
究
課
題
を
設
定
す
る
た
め
の
資
料
を
収
集
し
、
自
己
研
究
課
題
が
設
定
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

卒
業
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

卒
業
研
究

D
P

児
童
教
育
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
自
律
的
に
学
ぶ
姿
勢
や
、
時
代
の
変
化
や
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
高
め
て
い
く
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る

2
．「
チ
ー
ム
学
校
」
の
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
人
と
効
果
的
に
連
携
·分
担
し
、
組
織
的
·協
働
的
に
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る

３
．
特
別
支
援
教
育
·幼
児
教
育
·英
語
教
育
等
へ
の
学
び
を
究
め
、
幼
小
及
び
小
中
の
円
滑
な
接
続
等
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る

４
．
学
校
教
育
の
今
日
的
な
諸
課
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る

C
P

児
童
教
育
学
科
で
は
、
教
員
と
し
て
必
要
な
資
質
や
能
力
を
養
う
た
め
に
、
講
義
·演
習
、
実
技
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
教
育
実
習
等
を
通
し
て
、
教
育
学
や
教
育
理
論
と
教
育
実
践
と
の
往
還
的
な
学
習
を
深
め
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
…

編
成
す
る
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
６ 

教
育
人
文
学
部　

児
童
教
育
学
科
（
Ｅ
Ｂ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 7 教育人文学部　心理学科（EC）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22単位
以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝専門科目から、必修科目46単位（卒業研究を含む）を含めた90単位以
上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必 修 46単位
90単位
以上

選 択 44単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

心
　
理
　
基
　
盤
　
科
　
目

生
涯
発
達
科
目

心理学概論 ※2 講義 前期 2 ×

発達心理学概論（発達心理学） ※2 講義 前期 2 ×

乳幼児期の心理学 2 講義 前期 2 ×

児童期の心理学 2 講義 前期 2 ×

青年期の心理学 2 講義 前期 2 ×

中高年期の心理学 2 講義 前期 2 ×

心理学基礎論 2 講義 前期 （2） （2） （2） × 繰り返し受講可

心
理
臨
床
科
目

臨床心理学概論 ※2 講義 前期 2 ×

発達臨床心理学（発達心理学） ※2 講義 前期 2 ×

カウンセリング理論 2 講義 後期 2 ×

乳幼児期の心理臨床 2 講義 後期 （2） （2） ×

児童期から青年期の心理臨床 2 講義 後期 （2） （2） ○

中高年期の心理臨床 2 講義 後期 （2） （2） ×

障害者・障害児心理学 ※2 講義 前期 （2） （2） ○

心理療法 2 講義 前期 （2） （2） ×

発達臨床フィールドワーク 2 演習 後期 （2） （2） ×

研
究
法
・
実
習
科
目

心理学入門演習 2 演習 前期 2 ×

人間発達演習 2 演習 後期 2 ×

発達心理学外書講読 2 講義 前期 （2） （2） ○

心理学研究法 ※2 講義 前期 2 ×

心理学統計法 ※2 講義 前期 2 ×

心理学情報処理法 2 演習 後期 2 ×

心理学実験 ※2 演習 後期 2 ×

心理アセスメント入門 2 演習 前期 2 ×

データ解析法 2 演習 前･後 2 ×

心理学実験演習 2 演習 前･後 （2） （2） × 繰り返し受講可

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単位となる。
b．自学科の専門選択科目44単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）自学科の専門選択科目５0単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択
科目の単位となる。

c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。
↓

a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

註：※印の科目は公認心理師資格取得に必須の科目である。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

心
理
基
盤
科
目

研
究
法
・
実
習
科
目

調査法 2 演習 前･後 （2） （2） ×

2 科目 4 単位以上を
履修すること

面接法 2 演習 前･後 （2） （2） ×

観察法 2 演習 前･後 （2） （2） ×

心理検査法 2 演習 前･後 （2） （2） ×

実験計画法 2 演習 前･後 （2） （2） ×

心理検査法応用 2 演習 前期 2 ×

カウンセリング技法 2 演習 後期 2 ×

学校カウンセリング 2 演習 後期 （2） （2） ×

発達支援活動 2 実習 前･後 （2） （2） （2） × 繰り返し受講可

領
　
域
　
別
　
科
　
目

社
会
科
目

社会心理学概論（社会・集団・家族心理学） ※2 講義 後期 2 ×

コミュニケーションの心理学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

対人関係の心理学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

グループダイナミクス 2 講義 前期 （2） （2） ○

家族心理学（社会・集団・家族心理学） ※2 講義 前期 （2） （2） ×

産業心理学（産業・組織心理学） ※2 講義 後期 （2） （2） ×

司法・犯罪心理学 ※2 講義 前期 （2） （2） ×

職場のメンタルヘルス（産業・組織心理学） ※2 講義 前期 （2） （2） ×

社会行動の心理学 2 講義 前･後 （2） （2） ○ 繰り返し受講可

キャリア発達心理学 2 講義 後期 （2） （2） ×

生
活
科
目

感情・人格心理学 ※2 講義 後期 （2） （2） （2） ×

心理学リテラシー 2 講義 前期 （2） （2） × 繰り返し受講可

子どもの発達と環境 2 講義 後期 （2） （2） （2） ×

知覚・認知心理学 ※2 講義 後期 （2） （2） （2） ×

身体運動の心理学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ×

見る・聴く・触れるの科学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

恋愛と結婚の科学 2 講義 前期 （2） （2） ×

健康・医療心理学 ※2 講義 後期 （2） （2） ×

神経・生理心理学 ※2 講義 前期 （2） （2） ×

文化と心理学 2 講義 前期 （2） （2） ○

臨床現場の心理学 2 講義 後期 （2） （2） ×

教
育
科
目

教育心理学 2 講義 後期 （2） （2） ×

学習・言語心理学 ※2 講義 前期 （2） （2） ×

生徒指導 2 講義 前期 （2） （2） ×

教育相談（教育・学校心理学） ※2 講義 前期 （2） （2） ×

学校保健Ⅰ 2 講義 前期 （2） （2） ×

学校保健Ⅱ 2 講義 後期 2 ×

養護概説 2 講義 前期 （2） （2） ×

養護教諭実践論 2 講義 後期 （2） (2) ×

健康相談活動 2 講義 後期 （2） (2) ×

福祉心理学 ※2 講義 前期 （2） （2） ○

［心理学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

註：※印の科目は公認心理師資格取得に必須の科目である。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

領
　
域
　
別
　
科
　
目

保
健
科
目

栄養学 2 講義 前期 2 ×

免疫学 2 講義 前期 （2） （2） ×

人体の構造と機能及び疾病 ※ 2 講義 後期 2 ×

衛生学 2 講義 後期 （2） （2） （2） ×

公衆衛生学 2 講義 前期 （2） （2） ×

解剖生理学特論 2 講義 前期 （2） （2） ×

子どもの生活と保健 2 講義 前期 （2） （2） ×

リハビリテーション論 2 講義 前期 （2） （2） ○

精神保健 2 講義 前期 （2） （2） ×

看護学概論 2 講義 前期 （2） （2） (2) ×

看護援助方法 2 講義 後期 （2） （2） (2) ×

救急処置活動 2 講義 後期 （2） （2） (2) ×

家庭の応急手当 2 講義 後期 （2） （2） (2) ×

小児保健看護学 2 講義 前期 （2） (2) ×

臨床看護実習 2 演習 後期 （2） (2) ×

公
認
心
理
師
関
連
科
目

関係行政論 ※2 講義 前期 （2） （2） ×

公認心理師の職責 ※2 講義 後期 2 ×

精神疾患とその治療 ※2 講義 後期 （2） （2） ×

心理的アセスメント ※2 演習 後期 （2） (2) ×

心理学的支援法 ※2 演習 後期 （2） (2) ×

心理演習 ※2 演習 前期 2 ×

心理実習 ※2 実習 通年 2 ×

卒業研究 卒業研究 4 演習 通年 4 ×

註：※印の科目は公認心理師資格取得に必須の科目である。

[専門科目の履修について]
註 1 ：選択必修科目として指定されている科目について、規定の単位数を超えて履修した単位は、選択科目に含めることができる。

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ：原則として、「卒業研究」は以下の条件をすべて満たしている場合に限り履修可能である。
　　　① 3 年次終了時の修得単位数が卒業要件科目のうち84単位以上であること。
　　　②次の 4 科目を修得していること。
　　　　「心理学概論」「臨床心理学概論」「発達心理学概論」「人間発達演習」
註 2 ：原則として、「人間発達演習」は以下の条件をすべて満たしている場合に限り履修可能である。
　　　① 3 年次前期までの修得単位数が卒業要件科目のうち60単位以上であること。
　　　②「心理学基礎実験」を修得していること。
　　　③ 3 年次前期までに、研究法・実習科目である「実験計画法」「調査法」「心理検査法」「観察法」「面接法」のうち、少なく

とも 1 科目（2単位）を修得していること。

[資格の履修について]
註 1 ：社会福祉主事任用資格の取得希望者は、以下の科目のうち 3 科目を履修する必要がある。
　　　「心理学概論」「栄養学」「公衆衛生学」」「リハビリテーション論」「精神保健」「看護学概論」
註 2 ：「心理的アセスメント」「心理学的支援法」「心理演習」を履修するためには、 3 年前期までの公認心理師資格取得に必須の科

目計22科目のうち、18科目の単位を修得している必要がある。
註 3 ：「心理実習」を履修するためには、「心理的アセスメント」「心理学的支援法」の単位を修得している必要がある。

［心理学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。



101

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
７ 

教
育
人
文
学
部　

心
理
学
科
（
Ｅ
Ｃ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程



Ｐ
102

102

心
理

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次
生 涯 発 達 科 目

・
心
理
学
の
主
な
領
域
に
お
け
る
基
本
的
な
理
論
や
概
念
、
実
証
的
・
科
学
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
の
生
涯
に
わ
た
る
発
達
の
過
程
と
要
因
に
関
す
る
基
礎
的
な
理
論
を
理
解
し
、
各
発
達

段
階
に
お
け
る
専
門
的
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
生
涯
発
達
に
関
す
る
心
理
学
的
な
知
見
に
興
味
を
も
ち
、
自
ら
調
べ
考
え
よ
う
と
す
る
態

度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

心
理
学
概
論

乳
幼
児
期
の
心
理
学

中
高
年
期
の
心
理
学

発
達
心
理
学
概
論
（
発
達
心
理
学
）

児
童
期
の
心
理
学

青
年
期
の
心
理
学

心
理
学
基
礎
論

心 理 臨 床 科 目

・
心
理
臨
床
に
お
け
る
基
本
的
な
理
論
や
概
念
を
学
び
、
人
々
の
心
や
行
動
の
特
徴
を
分
析

的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
理
臨
床
に
お
け
る
知
識
や
技
能
を
修
得
し
、
生
涯
発
達
の
視
点
を
も
ち
つ
つ
、
自
ら
お

よ
び
周
囲
の
人
々
の
心
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
活
用
す
る
方
法
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
理
臨
床
の
各
領
域
に
お
け
る
知
識
・
技
能
を
用
い
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
課
題
の
解

決
に
臨
む
意
欲
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

臨
床
心
理
学
概
論

発
達
臨
床
心
理
学
（
発
達
心
理
学
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論

乳
幼
児
期
の
心
理
臨
床

児
童
期
か
ら
青
年
期
の
心
理
臨
床

中
高
年
期
の
心
理
臨
床

障
害
者
・
障
害
児
心
理
学

心
理
療
法

発
達
臨
床
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

研 究 法 ・ 実 習 科 目

・
人
間
の
心
と
行
動
に
対
す
る
経
験
則
的
な
理
解
と
、
実
証
的
·科
学
的
な
考
え
方
の
違
い

に
つ
い
て
理
解
し
、
適
切
な
研
究
方
法
を
自
ら
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
理
学
的
な
研
究
法
か
ら
得
ら
れ
た
実
証
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
し
た
統
計
的
な
解
析
を
も
と
に
、
客
観
的
・
科
学
的
な
判
断
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
理
学
的
な
興
味
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
実
験
·調
査
·面
接
·観
察
·検
査
等
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
自
ら
導
い
た
考
察
や
結
論
を
、
客
観
的
か
つ
論
理
的
に
表
現

す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
理
学
統
計
法

心
理
学
入
門
演
習

人
間
発
達
演
習

心
理
学
情
報
処
理
法

心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
入
門

発
達
心
理
学
外
書
講
読

心
理
学
実
験

心
理
学
研
究
法

デ
ー
タ
解
析
法

心
理
学
実
験
演
習

調
査
法

面
接
法

観
察
法

心
理
検
査
法

実
験
計
画
法

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法

心
理
検
査
法
応
用

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

発
達
支
援
活
動

社 会 科 目

・
人
間
の
心
と
社
会
の
諸
場
面
（
人
間
集
団
、
家
庭
、
家
族
、
対
人
関
係
、
企
業
活
動
）
に

関
す
る
基
本
的
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
学
び
、
人
々
の
心
や
行
動
の
特
徴
を
分
析
的
に

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
に
お
け
る
経
験
が
心
理
学
的
手
法
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
か
を
学

び
、
人
間
の
心
と
行
動
に
対
す
る
経
験
則
的
な
理
解
と
、
実
証
的
·科
学
的
な
考
え
方
の

違
い
を
判
断
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
間
の
心
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
基
本
的
な
理
論
や
概
念
を
用
い
て
、
日
常
生

活
で
の
経
験
を
分
析
し
、
実
際
に
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
方
法
を
自
ら
考
え
る
力
を
育
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
心
理
学
概
論

（
社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
心
理
学

対
人
関
係
の
心
理
学

グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

家
族
心
理
学
（
社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
）

産
業
心
理
学
（
産
業
・
組
織
心
理
学
）

司
法
・
犯
罪
心
理
学

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
産
業
・
組
織
心
理
学
）

社
会
行
動
の
心
理
学

キ
ャ
リ
ア
発
達
心
理
学

生 活 科 目

・
日
常
生
活
に
お
け
る
経
験
が
心
理
学
で
は
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
び
、

心
理
学
の
理
論
、
概
念
·技
能
を
人
間
生
活
で
活
用
し
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
理
学
の
様
々
な
研
究
領
域
に
触
れ
る
中
で
、
興
味
関
心
を
持
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
自
ら

調
べ
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
養
い
、
心
理
学
の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
に
基
づ
い
た
考

察
や
結
論
を
導
く
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
制
度
や
環
境
と
い
っ
た
社
会
的
な
視
野
お
よ
び
生
涯
発
達
（
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の

発
達
）
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
環
境
を
発
見
·分
析
し
、
自
ら
お
よ
び

周
囲
の
人
々
の
心
や
体
の
健
康
を
保
持
増
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
が
で
き

る
。

感
情
・
人
格
心
理
学

心
理
学
リ
テ
ラ
シ
ー

子
ど
も
の
発
達
と
環
境

知
覚
・
認
知
心
理
学

身
体
運
動
の
心
理
学

見
る
・
聴
く
・
触
れ
る
の
科
学

恋
愛
と
結
婚
の
科
学

健
康
・
医
療
心
理
学

神
経
・
生
理
心
理
学

文
化
と
心
理
学

臨
床
現
場
の
心
理
学
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教 育 科 目

・
社
会
的
な
視
野
お
よ
び
生
涯
発
達
と
い
う
視
点
か
ら
、
教
育
現
場
に
お
け
る
課
題
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

・
学
校
教
育
に
お
け
る
学
習
活
動
·保
健
活
動
お
よ
び
指
導
に
関
し
て
、
教
育
を
中
心
と
し

た
諸
領
域
の
専
門
的
知
識
と
基
本
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
的
な
視
野
お
よ
び
生
涯
発
達
と
い
う
視
点
か
ら
、
教
育
現
場
に
お
け
る
課
題
を
見
出

す
姿
勢
と
と
も
に
、
専
門
教
育
で
習
得
し
た
理
論
・
概
念
・
知
識
・
技
能
を
用
い
て
、
そ

の
解
決
に
臨
む
意
欲
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

教
育
心
理
学

学
習
・
言
語
心
理
学

学
校
保
健
Ⅰ

生
徒
指
導

学
校
保
健
Ⅱ

教
育
相
談
（
教
育
・
学
校
心
理
学
）

養
護
概
説

養
護
教
諭
実
践
論

健
康
相
談
活
動

福
祉
心
理
学

保 健 科 目

・
心
と
身
体
の
健
康
に
関
し
て
、
保
健
を
中
心
と
し
た
諸
領
域
の
専
門
的
知
識
と
基
本
的
な

技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
己
お
よ
び
周
囲
の
人
々
の
心
と
身
体
の
健
康
を
保
持
増
進
の
た
め
に
、
専
門
的
知
識
や

技
能
を
活
用
す
る
方
法
を
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
養
護
活
動
に
お
け
る
課
題
を
見
出
し
、
専
門
教
育
で
習
得
し
た
理
論
・
概
念
・
知
識
・
技

能
を
用
い
て
、
そ
の
解
決
に
必
要
な
実
践
的
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

栄
養
学

免
疫
学

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病

衛
生
学

公
衆
衛
生
学

解
剖
生
理
学
特
論

子
ど
も
の
生
活
と
保
健

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

精
神
保
健

看
護
学
概
論

看
護
援
助
方
法

救
急
処
置
活
動

家
庭
の
応
急
手
当

小
児
保
健
看
護
学

臨
床
看
護
実
習

公 認 心 理 師

関 連 科 目

・
公
認
心
理
師
と
し
て
の
職
責
を
理
解
し
、
心
理
学
的
支
援
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
技

能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
具
体
的
な
体
験
や
支
援
活
動
を
通
し
て
、
心
理
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
能
と
支
援

を
行
う
関
係
者
の
役
割
分
担
を
概
念
化
·理
論
化
し
、
体
系
だ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
の
変
化
に
伴
う
心
理
学
的
課
題
を
自
ら
発
見
し
、
専
門
職
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
自

己
研
鑽
を
続
け
る
意
欲
お
よ
び
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
認
心
理
師
の
職
責

関
係
行
政
論

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

心
理
学
的
支
援
法

心
理
演
習

心
理
実
習

卒 業 研 究

・
心
理
学
に
お
け
る
実
証
的
な
研
究
方
法
の
進
め
方
を
理
解
し
、
自
ら
見
出
し
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
自
ら
導
い
た
考
察
や
結
論
を
、
客
観

的
か
つ
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
的
な
視
野
·お
よ
び
生
涯
発
達
と
い
う
視
点
か
ら
、
心
理
学
的
な
知
見
を
人
間
生
活

に
対
し
て
還
元
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

卒
業
研
究

D
P

心
理
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
心
理
学
的
な
研
究
方
法
か
ら
得
ら
れ
た
実
証
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
人
間
、
及
び
人
間
の
発
達
に
対
す
る
多
面
的
な
見
方
が
で
き
る
。

2
．
心
理
学
に
お
け
る
基
本
的
な
理
論
や
概
念
を
理
解
し
、
共
感
的
理
解
や
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

３
．
専
門
教
育
で
習
得
し
た
理
論
·概
念
·知
識
·技
能
に
よ
り
、
生
活
支
援
能
力
や
身
体
の
ケ
ア
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

C
P

心
理
学
科
で
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
·ポ
リ
シ
ー
に
挙
げ
た
資
質
·能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
教
育
課
程
と
し
て
８
領
域
を
設
定
し
、
各
領
域
に
学
修
過
程
に
応
じ
た
科
目
を
配
置
す
る
。

１
．「
生
涯
発
達
科
目
」
で
は
、
心
理
学
の
基
本
的
な
理
論
や
概
念
、
実
証
的
·科
学
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
多
面
的
か
つ
複
合
的
に
人
間
の
発
達
過
程
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

2
．「
心
理
臨
床
科
目
」
で
は
、
心
理
臨
床
に
お
け
る
知
識
や
理
論
を
学
び
、
事
例
学
習
や
実
習
を
通
し
て
個
々
の
発
達
段
階
に
お
け
る
危
機
的
課
題
へ
の
支
援
·援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
能
を
修
得
す
る
。

３
．「
研
究
法
・
実
習
科
目
」
で
は
、
人
間
の
心
と
行
動
を
実
証
的
·科
学
的
に
検
証
·分
析
す
る
方
法
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
実
習
を
通
し
て
実
践
に
通
じ
る
技
能
を
身
に
つ
け
る
。

４
．「
社
会
科
目
」
で
は
、
社
会
の
諸
場
面
（
人
間
集
団
、
家
庭
·家
族
、
対
人
関
係
、
企
業
活
動
）
に
お
け
る
人
び
と
の
行
動
特
性
を
学
び
、
心
理
学
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
心
と
行
動
を
分
析
的
に
考
え
る
力
を
養
う
。
学
生
自
ら
進
路
選
択
の
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
社
会
の
中
で
心
理
学
の
専
門
的
学
び
を
活
か
せ
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
。

５
．「
生
活
科
目
」
で
は
、
制
度
や
環
境
と
い
っ
た
社
会
的
な
視
野
お
よ
び
生
涯
発
達
（
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
発
達
）
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
課
題
を
発
見
·分
析
し
、
自
己
お
よ
び
周
囲
の
人
々
の
心
や
体
の
健
康
を
保
持
増

進
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
養
う
。

６
．「
教
育
科
目
」
で
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
学
習
活
動
お
よ
び
保
健
活
動
に
対
す
る
理
解
と
指
導
に
つ
い
て
学
び
、
か
つ
事
例
学
習
や
実
習
を
通
し
て
現
場
に
お
い
て
問
題
や
課
題
を
早
期
に
発
見
す
る
姿
勢
お
よ
び
問
題
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で

き
る
力
を
養
う
。

７
．「
保
健
科
目
」
で
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
養
護
お
よ
び
保
健
教
育
·指
導
に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
か
つ
事
例
学
習
や
実
習
を
通
し
て
現
場
に
お
い
て
問
題
や
課
題
を
早
期
に
発
見
す
る
姿
勢
お
よ
び
問
題
に
対
し
て

柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
を
養
う
。

８
．「
公
認
心
理
師
関
連
科
目
」
で
は
、
心
理
学
的
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
専
門
的
な
相
談
·助
言
·指
導
等
の
支
援
方
法
を
習
得
し
、
か
つ
チ
ー
ム
支
援
や
他
職
種
·他
機
関
と
の
連
携
·共
同
に
つ
い
て
学
ぶ
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
７ 

教
育
人
文
学
部　

心
理
学
科
（
Ｅ
Ｃ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程
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Ⅱ- 8 教育人文学部　文芸文化学科（ED）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］

科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 6 単位を含めた22単位
以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝「卒業研究」を含めた必修科目29単位、各自所属するコースの領域から
コース必修 ５ 科目10単位、コース選択必修 4 科目 8 単位以上を含めた
90単位以上を履修すること。

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位

学科専門科目

必 修 29単位

90単位
以上

コース必修 10単位

コース選択必修 8 単位以上

選 択 43単位以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

日
本
語
科
目

日本語基礎 2 講義 前期 2 ×

日本語表現Ⅰ 2 講義 後期 2 ×

日本語表現Ⅱ 2 講義 後期 2 ×

日本語表現Ⅲ 2 講義 後期 2 ×

こ
と
ば
の
科
目

読
む

朗読 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

精読 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

演劇表現 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

読み聞かせ 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

書
く

文章創作 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

ジャーナリズムの文章 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

実用書道（硬筆） 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

実用書道（毛筆） 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

話
す
・
聞
く

くらしの中のことば 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

手話表現 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

表現技法 1 演習 前期 （2） （2） （2） ×

ことばあそび 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
科
目

文
化
体
験

多文化スタディーズ 2 演習 後期 （2） （2） （2） ×

文化発信プロジェクト 2 演習 前期 （2） （2） （2） ×

着物の文化 2 演習 前期 （2） （2） （2） ×

書籍空間論 2 演習 前期 （2） （2） （2） ○ 司書課程選択科目

和本の文化 2 演習 後期 （2） （2） （2） ×

作
品
創
作

小説研究 2 演習 後期 （2） （2） （2） ×

エディター入門 2 演習 後期 （2） （2） （2） ×

デジタルアート入門 2 演習 後期 （2） （2） （2） ×

デザイン書道（硬筆） 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

デザイン書道（毛筆） 1 演習 後期 （2） （2） （2） ×

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単位となる。
b．自学科の学科専門科目90単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）自学科の学科専門科目を96単位取得した場合は、 6 単位分が自由選
択科目の単位となる。

c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。
↓

a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

日
本
語
・
日
本
文
学
科
目

日本語学入門 2 講義 前期 2 ×

日本文学概論 2 講義 前期 2 ×

日本文学史Ａ ■2 講義 後期 （2） （2） ○

日本語・
日本文学コース
必修科目

日本文学史Ｂ ■2 講義 前期 （2） （2） ○

日本文学史Ｃ ■2 講義 後期 （2） （2） ○

音声表現 ■2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

漢詩・漢文に親しむ ■2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本語学Ａ □2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本語・
日本文学コース
選択必修科目
4 科目 8 単位以上
を履修すること

日本語学Ｂ □2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本語学研究Ａ □2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

日本語学研究Ｂ □2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

日本文学論Ａ □2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本文学論Ｂ □2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本文学論Ｃ □2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本文学研究Ａ □2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

日本文学研究Ｂ □2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

日本文学研究Ｃ □2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

言語学入門 2 講義 後期 （2） （2） ○

日本文学の名作 2 講義 前期 （2） （2） ○

編集文化論 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

日本語音声学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

児童文学 2 講義 前期 （2） （2） （2） × 司書課程必修科目

物語分析 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

多
文
化
理
解
・
共
生
科
目

多文化理解入門 2 講義 前期 2 ×

多文化理解概論 2 講義 後期 2 ×

日本と異文化 ▲2 講義 前期 （2） （2） ○

多文化理解・
共生コース
必修科目

学芸員課程選択科目

多文化社会とコミュニケーション ▲2 講義 後期 （2） （2） ○

多文化共生ワークショップ ▲2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

英語で学ぶ日本文化 ▲2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

英語で伝える日本文化 ▲2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

海外文学の名作 △2 講義 後期 （2） （2） ○

多文化理解・
共生コース
選択必修科目
4 科目 8 単位以上
を履修すること

国際文化論 △2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

比較文化論 △2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

比較文化研究 △2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

世界のファンタジー △2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

多文化社会とユーモア △2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

アニメ文化論 △2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

ディズニー研究 △2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

［文芸文化学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
８ 

教
育
人
文
学
部　

文
芸
文
化
学
科
（
Ｅ
Ｄ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

芸
術
・
文
化
科
目

芸術文化概論 2 講義 後期 2 × 学芸員課程選択科目

日本文化特講 2 講義 前期 2 ×

生涯学習概論 ●2 講義 前期 （2） （2） ○

芸術・
文化コース
必修科目

司書 ･ 学芸員課程必修科目

日本美術史 ●2 講義 後期 （2） （2） ○

学芸員課程
選択科目

西洋美術史 ●2 講義 前期 （2） （2） ○

文化財研究 ●2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

日本の民俗文化 ●2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

文化を考える ○2 講義 前期 （2） （2） ○

芸術・
文化コース
選択必修科目
4 科目 8 単位以上
を履修すること

図書の文化 ○2 講義 前期 （2） （2） （2） ○ 司書課程選択科目

衣食住の文化 ○2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

映像文化論 ○2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

世界の演劇 ○2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

芸術と歴史 ○2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

テーマで触れる芸術 ○2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

生活とデザイン ○2 講義 後期 （2） （2） （2） ○ 学芸員課程選択科目

考える日本史 2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

神話・伝承学 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

芸能の世界 2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

舞台芸術 2 講義 後期 （2） （2） （2） ○

ミュージカル研究 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

身体と表現 2 講義 前期 （2） （2） （2） ○

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

基礎演習 1 演習 後期 1 ×

文芸文化ゼミⅠ 1 演習 前期 1 ×

文芸文化ゼミⅡ 1 演習 後期 1 ×

文芸文化テーマ研究ゼミ 2 演習 通年 2 ×

卒業研究 卒業研究 4 演習 通年 4 ×

［「卒業研究」の履修について］
註：原則として、「卒業研究」を履修するには、 3 年次終了時に、以下の 2 つの条件を満たしていること。
　　① 2 年次までの必修科目をすべて修得していること。
　　②修得単位数が76単位以上であること。

[コースの履修について]
註 1 ：日本語・日本文学コースは■印科目が必修科目。他に□印科目より 4 科目 8 単位以上を履修すること。
註 2 ：多文化理解・共生コースは▲印科目が必修科目。他に△印科目より 4 科目 8 単位以上を履修すること。
註 3 ：芸術・文化コースは●印科目が必修科目。他に○印科目より 4 科目 8 単位以上を履修すること。

［文芸文化学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
８ 

教
育
人
文
学
部　

文
芸
文
化
学
科
（
Ｅ
Ｄ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程



Ｐ
108

108

文
芸

文
化

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

▲
 →

 多
文

化
理

解
・

共
生

コ
ー

ス
必

修
科

目
△

 →
 多

文
化

理
解

・
共

生
コ

ー
ス

選
択

必
修

科
目

●
 →

 芸
術

・
文

化
コ

ー
ス

必
修

科
目

○
 →

 芸
術

・
文

化
コ

ー
ス

選
択

必
修

科
目

■
 →

 日
本

語
・

日
本

文
学

コ
ー

ス
必

修
科

目
□

 →
 日

本
語

・
日

本
文

学
コ

ー
ス

選
択

必
修

科
目

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次
日

本
語

科
目

・
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
日
本
語
運
用
能
力
、
語
彙
力
、
文
字
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

日
本
語
基
礎

日
本
語
表
現
Ⅱ

日
本
語
表
現
Ⅲ

日
本
語
表
現
Ⅰ

こ と ば の 科 目

・
日
本
と
世
界
の
文
学
·芸
術
·文
化
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

・
芸
術
·文
化
に
関
し
て
基
礎
的
な
技
法
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
日
本
語
運
用
能
力
、
語
彙
力
、
文
字
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

る
。

・
現
代
社
会
の
多
様
性
を
理
解
し
他
者
と
協
働
す
る
た
め
の
技
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

・
文
化
や
社
会
に
対
す
る
新
た
な
価
値
観
や
視
点
を
創
造
し
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
己
と
自
文
化
に
つ
い
て
考
え
、
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
と
他
文
化
を
受
け
入
れ
、
共
感
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
研
究
課
題
に
関
す
る
効
率
的
な
情
報
の
収
集
を
行
い
、
的
確
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
の
研
究
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
幅
広
い
視
野
か
ら
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
多
種
多
様
な
文
化
を
読
み
解
き
、
比
較
文
化
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

朗
読

精
読

演
劇
表
現

読
み
聞
か
せ

文
章
創
作

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
文
章

実
用
書
道
（
硬
筆
）

実
用
書
道
（
毛
筆
）

く
ら
し
の
中
の
こ
と
ば

手
話
表
現

表
現
技
法

こ
と
ば
あ
そ
び

ワ ー ク シ ョ ッ プ 科 目

・
芸
術
・
文
化
に
関
し
て
基
礎
的
な
技
法
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
や
社
会
に
対
す
る
新
た
な
価
値
観
や
視
点
を
創
造
し
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
己
と
自
文
化
に
つ
い
て
考
え
、
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
と
他
文
化
を
受
け
入
れ
、
共
感
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
研
究
課
題
に
関
す
る
効
率
的
な
情
報
の
収
集
を
行
い
、
的
確
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
日
本
語
運
用
能
力
、
語
彙
力
、
文
字
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

・
日
本
と
世
界
の
文
学
·芸
術
·文
化
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

・
自
ら
の
研
究
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
幅
広
い
視
野
か
ら
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
現
代
社
会
の
多
様
性
を
理
解
し
他
者
と
協
働
す
る
た
め
の
技
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

・
多
種
多
様
な
文
化
を
読
み
解
き
、
比
較
文
化
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

多
文
化
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

着
物
の
文
化

書
籍
空
間
論

和
本
の
文
化

小
説
研
究

エ
デ
ィ
タ
ー
入
門

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
入
門

デ
ザ
イ
ン
書
道
（
硬
筆
）

デ
ザ
イ
ン
書
道
（
毛
筆
）

日 本 語 ・ 日 本 文 学 科 目

（
学
科
必
修
科
目
）

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
自
ら
収
集
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
活
用
し
て
考
察
を
深
め
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
コ
ー
ス
必
修
・
選
択
科
目
）

・
日
本
語
・
日
本
文
学
関
連
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
日
本
語
・
日
本
文
学
関
連
の
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
多
様
な
知
識
を
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
語
学
入
門

日
本
文
学
概
論

■
　
日
本
文
学
史
Ａ

■
　
日
本
文
学
史
Ｂ

■
　
日
本
文
学
史
Ｃ

言
語
学
入
門

日
本
文
学
の
名
作

■
　
音
声
表
現

■
　
漢
詩
・
漢
文
に
親
し
む

□
　
日
本
語
学
Ａ

□
　
日
本
語
学
Ｂ

□
　
日
本
語
学
研
究
Ａ

□
　
日
本
語
学
研
究
Ｂ

□
　
日
本
文
学
論
Ａ

□
　
日
本
文
学
論
Ｂ

□
　
日
本
文
学
論
Ｃ

□
　
日
本
文
学
研
究
Ａ

□
　
日
本
文
学
研
究
Ｂ

□
　
日
本
文
学
研
究
Ｃ

編
集
文
化
論

日
本
語
音
声
学
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児
童
文
学

物
語
分
析

多 文 化 理 解 ・ 共 生 科 目

（
学
科
必
修
科
目
）

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
自
ら
収
集
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
活
用
し
て
考
察
を
深
め
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
コ
ー
ス
必
修
・
選
択
科
目
）

・
多
様
な
文
化
に
関
す
る
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
多
様
な
文
化
に
関
す
る
専
門
知
識
を
自
ら
収
集
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
多
様
な
文
化
に
関
す
る
専
門
知
識
を
活
用
し
て
考
察
を
深
め
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

多
文
化
理
解
入
門

多
文
化
理
解
概
論

▲
　
日
本
と
異
文
化

▲
　
多
文
化
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

△
　
海
外
文
学
の
名
作

▲
　
多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▲
　
英
語
で
学
ぶ
日
本
文
化

▲
　
英
語
で
伝
え
る
日
本
文
化

△
　
国
際
文
化
論

△
　
比
較
文
化
論

△
　
比
較
文
化
研
究

△
　
世
界
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

△
　
多
文
化
社
会
と
ユ
ー
モ
ア

△
　
ア
ニ
メ
文
化
論

△
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
研
究

芸 術 ・ 文 化 科 目

（
学
科
必
修
科
目
）

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
自
ら
収
集
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
活
用
し
て
考
察
を
深
め
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
コ
ー
ス
必
修
・
選
択
科
目
）

・
芸
術
・
文
化
関
連
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
芸
術
・
文
化
関
連
の
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
多
様
な
知
識
を
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芸
術
文
化
概
論

日
本
文
化
特
講

●
　
生
涯
学
習
概
論

●
　
日
本
美
術
史

●
　
西
洋
美
術
史

○
　
文
化
を
考
え
る

●
　
文
化
財
研
究

●
　
日
本
の
民
俗
文
化

○
　
図
書
の
文
化

○
　
衣
食
住
の
文
化

○
　
映
像
文
化
論

○
　
世
界
の
演
劇

○
　
芸
術
と
歴
史

○
　
テ
ー
マ
で
触
れ
る
芸
術

○
　
生
活
と
デ
ザ
イ
ン

考
え
る
日
本
史

神
話
・
伝
承
学

芸
能
の
世
界

舞
台
芸
術

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
研
究

身
体
と
表
現

ゼミ
ナー

ル
・
人
文
科
学
の
実
践
的
研
究
を
体
験
し
、
学
び
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
文
科
学
の
基
本
的
な
研
究
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
ら
の
課
題
を
設
定
し
探
究
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

基
礎
演
習

文
芸
文
化
ゼ
ミ
Ⅰ

文
芸
文
化
テ
ー
マ
研
究
ゼ
ミ

文
芸
文
化
ゼ
ミ
Ⅱ

卒業
研究

卒
業
研
究

D
P

文
芸
文
化
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る
。

　
１
．
こ
と
ば
を
中
核
と
し
た
多
様
な
芸
術
·文
化
·社
会
へ
の
深
い
理
解
と
洞
察
力
を
も
っ
て
い
る

　
2
．
身
近
な
芸
術
·文
化
·社
会
の
営
み
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
、
さ
ら
に
調
べ
て
考
察
し
、
確
か
な
言
葉
で
表
現
し
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
３
．
人
間
理
解
に
基
づ
く
幅
広
い
知
識
と
そ
の
知
見
を
生
か
し
、
多
様
な
文
化
環
境
を
有
す
る
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
貢
献
で
き
る

C
P

文
芸
文
化
学
科
で
は
、
人
間
と
言
葉
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
多
彩
な
表
現
活
動
の
意
味
を
認
識
し
、
文
化
·芸
術
の
創
造
的
な
働
き
や
豊
か
な
広
が
り
、
及
び
そ
の
価
値
を
感
得
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
る
。

　
１
年
次
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
·リ
テ
ラ
シ
ー
と
言
語
運
用
能
力
を
涵
養
し
、
進
級
後
の
専
門
学
習
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
学
習
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

　
2
年
次
は
、
思
考
力
、
分
析
力
、
語
学
力
、
情
報
処
理
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
P
B
L型
「
文
芸
·文
化
ゼ
ミ
」
を
中
心
に
、
１
年
次
で
修
得
し
た
知
識
·技
能
を
、
様
々
な
文
化
や
芸
術
を
対
象
と
す
る
研
究
に
応
用
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
さ
ら
に
発
展
、
拡
充
す
る
。

　
ま
た
、
１
·
2
年
次
に
多
様
な
文
化
·芸
術
に
触
れ
る
こ
と
で
興
味
・
関
心
の
あ
り
方
を
見
定
め
、「
専
門
基
幹
科
目
」
の
履
修
に
よ
り
３
年
次
の
コ
ー
ス
選
択
に
備
え
る
。

　
３
年
次
は
、「
日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー
ス
」「
多
文
化
理
解
・
共
生
コ
ー
ス
」「
芸
術
・
文
化
コ
ー
ス
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
に
よ
り
専
門
分
野
へ
の
考
究
を
深
め
る
。

　
４
年
次
は
、
学
び
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
。

３
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育
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科　目　群 卒業に必要な単位数 ⃝共通科目から、必修科目 8 単位、選択必修科目 8 単位を含めた22単位
以上を履修（P.５8〜P.60 参照）

⃝専門科目から、必修科目26単位（卒業研究を含む）を含めた90単位以
上を履修

⃝自由選択科目は、12単位以上を履修
⃝合計124単位以上を履修

共…通…科…目 22単位以上

学科専門科目

必 修 26単位
90単位
以上

選 択 64単位
以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。

授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

学
部
基
礎
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目
群

現代社会の基礎理解A 2 講義 前期 2 ×
現代社会の基礎理解B 2 講義 後期 2 ×
ビジネス基礎 2 講義 前期 2 ×
社会情報リテラシー 2 講義 前期 2 ×

社
会
学
基
礎

社会学基礎 2 講義 前期 2 ×
現代社会論 2 講義 後期 2 ×
社会調査法A（量的調査） 2 講義 前期 2 ×
社会調査法B（質的調査） 2 演習 後期 2 ×
社会調査実習 2 実習 前期 2 ×
ジェンダーと社会 2 講義 前期 2 ×
社会データ活用演習 2 演習 前期 2 ×
社会調査データ活用演習 2 演習 後期 2 ×

企
　
画
　
構
　
想
　
ラ
　
ボ

企
画
構
想
科
目

デザイン思考入門 2 講義 前期 2 ×
企画構想ワークショップⅠ 2 演習 後期 2 ×
企画構想ワークショップⅡ 2 演習 前期 2 ×
企画構想ワークショップⅢ 2 演習 後期 2 ×
現代社会プロジェクト 2 演習 前期 2 ×

表
現
基
礎
科
目

表現基礎（デザインリテラシー） 2 演習 後期 (2) (2) ×
表現基礎（色彩） 2 演習 前期 (2) (2) ×
表現基礎（ビジュアルデザインA） 2 演習 前期 (2) (2) ×
表現基礎（ビジュアルデザインB） 2 演習 後期 (2) (2) ×
表現基礎（空間） 2 演習 後期 (2) (2) ×
表現基礎（映像） 2 演習 後期 (2) (2) ×
表現基礎（音） 2 演習 前期 (2) (2) ×

コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
群

異文化コミュニケーション論 2 講義 前期 2 ○
異文化交流 2 演習 後期 2 ×
プレゼンテーション 2 演習 前期 2 ×
日本語表現基礎 2 演習 前期 2 ×
英語コミュニケーションⅠ 2 演習 前･後 2 ×
英語コミュニケーションⅡ 2 演習 前･後 2 ×
中国コミュニケーションⅠ 2 演習 前･後 2 ×
中国コミュニケーションⅡ 2 演習 前･後 2 ×

Whatʼs “⾃由選択科目” !?
a．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）共通科目28単位取得した場合は、 6 単位分が自由選択科目の単位となる。
b．自学科の専門選択科目64単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。

例）自学科の専門選択科目68単位取得した場合は、 4 単位分が自由選択
科目の単位となる。

c．他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。
↓

a 〜 c を組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

Ⅱ- 9 社会情報デザイン学部　社会情報デザイン学科（SA）
〈専門科目教育課程〉［2020年度生］
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

社
会
実
習

科
目
群

現代社会実習Ⅰ（社会体験） 2 実習 前･後 (2) (2) (2) ×
現代社会実習Ⅱ（社会協働） 2 実習 前･後 (2) (2) (2) ×
インターンシップ 2 実習 前･後 (2) (2) (2) ×

領
　
域
　
科
　
目
　
群

社
　
会
　
領
　
域

消費生活論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
住空間論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
市民生活論 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
家族の社会学 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
ライフコース論 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
現代若者・子ども論 2 講義 前期 (2) (2) ○
コミュニティ論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
まちづくり論 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
SDGs論 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
共生社会論 2 講義 前期 (2) (2) ○
現代社会と人権 2 講義 後期 (2) (2) ○
政治と社会 2 講義 後期 (2) (2) ○
公共政策 2 講義 前期 (2) (2) ○
国際関係論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
エリアスタディ 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
アイデンティティ論 2 講義 前期 (2) (2) ○
カルチュラル・スタディーズ 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
メディアリテラシー 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
現代アート論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ×
音楽と社会 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
情報社会と法 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○

ビ
　
ジ
　
ネ
　
ス
　
領
　
域

組織マネージメント 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
会計学基礎 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
企業論 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
企業倫理とガバナンス 2 講義 前期 (2) (2) ○
ファイナンス基礎 2 講義 前期 (2) (2) ○
経営戦略論 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
ビジネスと法 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
ビジネスコミュニケーション 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
グローバルビジネス 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
生活経済 2 講義 前期 (2) (2) (2) ×
サービス学基礎 2 講義 前期 (2) (2) (2) ○
マーケティング基礎 2 講義 後期 (2) (2) (2) ×
マーケティングと商品開発 2 講義 前期 (2) (2) (2) ×
業界研究 2 演習 後期 (2) (2) (2) ○
ビジネスマーケティング講座 2 講義 後期 (2) (2) (2) ○
IoT・AIとビジネス 2 演習 後期 (2) (2) (2) ×
ウーマン・カフェ 2 演習 後期 (2) (2) ○
ビジネスプロジェクト 2 演習 後期 (2) (2) ○
株式会社運営入門 2 演習 後期 (2) (2) ○

［社会情報デザイン学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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授　業　科　目
単位数 授

業
形
態

履
修
期

学年別配当 他
学
科
開
放

備　考必
修

選
択

１
年

２
年

３
年

４
年

専
　
門
　
科
　
目

領
　
域
　
科
　
目
　
群

情
　
報
　
領
　
域

プログラミング基礎 2 演習 後期 (2) (2) ×
プログラミング応用 2 演習 前期 (2) (2) ×
オブジェクト指向 2 演習 後期 (2) (2) ×
ネットショップ基礎 2 演習 前期 (2) (2) ×
ネットショップ応用 2 演習 後期 (2) (2) ×
組み込み言語基礎 2 演習 後期 (2) (2) ×
組み込み言語応用 2 演習 前期 (2) (2) ×
3 Dゲーム作成入門 2 演習 後期 (2) (2) ×
Webページ作成基礎 2 演習 前期 (2) (2) ×
Webページ作成応用 2 演習 後期 (2) (2) ×
インターネット活用論 2 講義 前期 (2) (2) ○
セキュリティ概論 2 講義 後期 (2) (2) ×
情報ネットワーク基礎 2 講義 前期 (2) (2) ×
情報ネットワーク演習 2 演習 前期 (2) (2) ×
情報ネットワーク応用 2 講義 後期 (2) (2) ×
情報社会とコンピュータ 2 講義 後期 (2) (2) ○
情報科学基礎 2 講義 前期 (2) (2) ×
IoT・AIとプログラミング 2 講義 後期 (2) (2) ×
拡張・複合現実 2 講義 前期 (2) (2) ×
データサイエンス入門 2 講義 前期 (2) (2) ×
オペレーションズリサーチ 2 講義 後期 (2) (2) ○
文書作成基礎 2 演習 後期 (2) (2) ×
社会データ処理基礎 2 演習 前期 (2) (2) ×
社会データ処理応用 2 演習 後期 (2) (2) ×
社会データベース基礎 2 演習 前期 (2) (2) ×
社会データベース応用 2 演習 後期 (2) (2) ×

演習・
卒業研究

演習 2 演習 後期 2 ×
卒業研究 4 演習 通年 4 ×

［「卒業研究」の履修について］
註 1 ： 1 ． 2 年次終了時に次の条件①〜③を満たす場合、「現代社会プロジェクト」の 3 年次前期からの履修を認める。

①修得単位数が62単位以上であること。
②「入門ゼミナール」、「情報処理演習Ⅰ（共通科目）」、「社会学基礎」、「デザイン思考入門」をすべて修得していること。
③ 学科必修科目（「現代社会の基礎理解Ａ」、「現代社会の基礎理解Ｂ」、「ビジネス基礎」、「社会情報リテラシー」、「現代社

会論」、「ジェンダーと社会」、「企画構想ワークショップⅠ」）のうち 6 科目以上を修得していること。
註 2 ：「卒業研究」を履修するには、原則として「現代社会プロジェクト」と「演習」を修得していること。

［社会情報デザイン学科］
▶学年別配当欄の（　）はそれぞれの学年配当のいずれかを履修すればよい。
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社
会

情
報

デ
ザ

イ
ン

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

→
 必

修
科

目

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

で
は

、
各

学
科

の
学

生
が

、
卒

業
ま

で
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

能
力

を
得

る
た

め
の

授
業

科
目

が
、

ど
の

よ
う

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
、

 
各

授
業

科
目

の
関

連
性

な
ど

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

授
業

科
目

間
の

つ
な

が
り

や
年

次
進

行
な

ど
が

わ
か

り
ま

す
の

で
、

履
修

上
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

領
域

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

資
質

・
能

力
1

年
次

2
年

次
3

年
次

4
年

次
学

部
基

礎
科

目
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

科
目

群

・
社
会
を
広
く
捉
え
る
基
礎
と
し
て
、
社
会
科
学
、
情
報
科
学
、
人
文
科
学
の

代
表
的
な
業
績
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
と
社
会
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
社
会
学
の
基
礎
的
な
概
念
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
学
の
基
礎
的
な
調
査
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
に
対
す
る
多
面
的
、
相
対
的
な
思
考
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
社
会
の
基
礎
理
解
A

現
代
社
会
の
基
礎
理
解
B

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

社
会
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

学
部

基
礎

科
目

社
会

学
基

礎

社
会
学
基
礎

社
会
調
査
法
A
（
量
的
調
査
）

社
会
調
査
実
習

現
代
社
会
論

社
会
調
査
法
B
（
質
的
調
査
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
社
会

社
会
調
査
デ
ー
タ
活
用
演
習

社
会
デ
ー
タ
活
用
演
習

企
画

構
想

ラ
ボ

企
画

構
想

科
目

・
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
は
じ
め
と
す
る
発
想
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
課
題
の
発
見
・
定
義
・
提
案
に
至
る
流
れ
を
理
解
し
、
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
遂
行
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
働
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
視
聴
覚
表
現
の
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
視
聴
覚
表
現
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
視
聴
覚
表
現
を
用
い
た
発
想
の
展
開
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
し
て
の
言
語
表
現
の
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
多
様
な
背
景
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
異
文
化
理
解
の

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
総
合
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
入
門

企
画
構
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
画
構
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

企
画
構
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅲ

企
画

構
想

ラ
ボ

表
現

基
礎

科
目

表
現
基
礎
（
デ
ザ
イ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
）

表
現
基
礎
（
色
彩
）

表
現
基
礎
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
A
） 表
現
基
礎
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
B
）

表
現
基
礎
（
空
間
）

表
現
基
礎
（
映
像
）

表
現
基
礎
（
音
）

企
画

構
想

ラ
ボ

コ
ミ

ュ
二

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

目
群

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

異
文
化
交
流

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

日
本
語
表
現
基
礎

中
国
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

中
国
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

社
会

実
習

科
目

群
・
実
社
会
の
体
験
を
通
し
て
現
代
社
会
を
理
解
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
実
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
働
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
社
会
実
習
Ⅰ
（
社
会
体
験
）

現
代
社
会
実
習
Ⅱ
（
社
会
協
働
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

領 域 科 目 群 ・ 社 会 領 域

・
現
代
社
会
を
対
象
化
・
相
対
化
し
て
理
解
・
解
明
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
現
代
社
会
を
解
明
す
る
た
め
の
調
査
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
の
課
題
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
現
代
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
情
報
を
活
用
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
社
会
の
課
題
解
決
に
必
要
な
情
報
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論

情
報
社
会
と
法

消
費
生
活
論

住
空
間
論

市
民
生
活
論

家
族
の
社
会
学

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論

ま
ち
づ
く
り
論

S
D
G
s論

国
際
関
係
論

エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

現
代
ア
ー
ト
論

音
楽
と
社
会

現
代
若
者
・
子
ど
も
論

共
生
社
会
論

現
代
社
会
と
人
権

政
治
と
社
会

公
共
政
策

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
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領 域 科 目 群 ・ ビ ジ ネ ス 領 域

・
現
代
社
会
を
対
象
化
・
相
対
化
し
て
理
解
・
解
明
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
現
代
社
会
を
解
明
す
る
た
め
の
調
査
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
社
会
の
課
題
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
現
代
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
情
報
を
活
用
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
社
会
の
課
題
解
決
に
必
要
な
情
報
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基
礎

業
界
研
究

組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

会
計
学
基
礎

企
業
論

経
営
戦
略
論

ビ
ジ
ネ
ス
と
法

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

生
活
経
済

サ
ー
ビ
ス
学
基
礎

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
商
品
開
発

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座

Io
T・
A
Iと
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
倫
理
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
基
礎

ウ
ー
マ
ン
・
カ
フ
ェ

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

株
式
会
社
運
営
入
門

領 域 科 目 群 ・ 情 報 領 域

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎

情
報
社
会
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

文
書
作
成
基
礎

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向

組
み
込
み
言
語
基
礎

W
eb
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎

W
eb
ペ
ー
ジ
作
成
応
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
論

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
概
論

情
報
科
学
基
礎

Io
T・
A
Iと
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー
チ

社
会
デ
ー
タ
処
理
基
礎

社
会
デ
ー
タ
処
理
応
用

社
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基
礎

社
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
応
用

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
基
礎

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
応
用

組
み
込
み
言
語
応
用

３
D
ゲ
ー
ム
作
成
入
門

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
礎

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
演
習

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
用

拡
張
・
複
合
現
実

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

演
習

・
卒

業
研

究

・
専
門
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
課
題
を
発
見
、
定
義
、
解
決
す
る
力
、
創
造
的
に

提
案
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
と
の
協
働
作
業
に
お
い
て
適
切
な
役
割
を
見
い
だ
し
、
実
行
す
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

演
習

卒
業
研
究

D
P

社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
学
生
像
を
人
材
育
成
の
方
針
と
す
る
。

１
．
S
oc
ie
ty
５.
0で
示
さ
れ
る
新
た
な
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
の
流
れ
に
対
応
で
き
る

2
．
社
会
的
事
象
の
調
査
分
析
能
力
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
備
え
る

３
．
実
践
的
な
活
動
を
通
し
て
社
会
に
積
極
的
に
参
画
し
、
課
題
の
解
決
と
と
も
に
新
た
な
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
に
参
画
で
き
る

C
P

社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
社
会
学
を
中
核
に
社
会
科
学
と
情
報
技
術
を
含
め
た
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
教
育
研
究
の
基
盤
と
し
、
さ
ら
に
S
oc
ie
ty
５.
0で
示
さ
れ
た
新
た
な
社
会
の
あ
り
方
に
対
応
し
、
社
会
に
積
極
的
に
参
画
し

て
課
題
の
解
決
と
と
も
に
新
た
な
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
に
参
画
す
る
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

３
―
教
育
課
程

Ⅱ
︲
９ 

社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部　

社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
（
Ｓ
Ａ
）　

専
門
科
目
教
育
課
程




